
事業・取組名
(予算事業名) 子育て応援企業登録事業【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 380千円 H26 387千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定した旨を労働局に届け出ており，

従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」として登
録し，広く県民に紹介することで社会的に評価される仕組みを作り，県内企業の子育て支援に対す
る自主的な取り組みを促進する。

２ 概要
(1) 「かごしま子育て応援企業」の登録

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定した旨を労働局に届け出てお
り，従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」と
して登録する。

(2) 「かごしま子育て応援企業」のＰＲ
登録企業の名称・取組内容等を県ホームページ・広報誌，ハローワークや若者就職サポートセ

ンターにおける各就職窓口等において紹介する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 登録企業数 228社（H26.3.31現在）

１ 制度説明の実施：労働セミナー １ 制度説明の実施：労働セミナー
２ 県ホームページ・広報誌等による制度案 ２ 県ホームページ・広報誌等による制度案

内，募集，取組内容紹介等 内，募集，取組内容紹介等
３ 募集チラシの作成：2，000部 ３ 募集チラシの作成：5，000部
４ 取組内容紹介リーフレットの作成：200冊 ４ 取組内容紹介リーフレットの作成：200冊
５ 登録案内文書の発送：約860社 ５ 登録案内文書の発送
６ 企業の個別訪問：約90社 ６ 企業の個別訪問

施策の方向 (4)農林水産業・商工業等自営業の分野における女性の参画の拡大

施策の概要 ①農林水産業分野における女性の登用促進

具体的施策 農業委員への女性の登用促進

事業・取組名 農業委員会農業会議補助事業
(予算事業名) （農業委員会等指導事業） 所管課等 農村振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 90千円 H26 91千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 農業委員への女性登用を促進し，農村地域における方針決定過程への女性の参画を拡大する。

２ 概要
各市町村の農業委員会に対して女性委員の積極的な登用について働きかける。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・農業会議等と連携し，女性農業委員との意見 ・農業会議等と連携し，女性農業委員との意見交換

交換会や研修会において，助言・指導を行うと 会や研修会において，助言・指導を行うとともに女
ともに，特に女性登用ゼロの農業委員会への登 性登用ゼロの農業委員会への登用率アップに向けた
用率アップに向けた重点的な働きかけを行っ 重点的な働きかけを行うほか，平成26年度行われる
た。 農業委員の統一選挙に向けて，女性委員の登用率が
・国の農地制度実施円滑化事業費補助事業の実 向上するよう働きかけを継続していく。
施に当たり，農業委員への女性の登用に関する
周知・啓発活動が実施の要件であることから，
農業委員会等を対象とした研修会において周知
・啓発活動の取組みを行うよう指導した。

具体的施策 農業協同組合役員への女性の登用促進

事業・取組名
(予算事業名) 農協指導事業 所管課等 農業経済課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,431千円 H26 1,449千円
(当初予算額)
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事業・取組の １ 目的
目的，概要 農林水産業分野における女性参画の拡大

２ 概要
農業協同組合役員への女性の登用促進

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 女性役員を登用していなかった５農協のう 女性役員を登用していない４農協のうち，平成

ち，平成２５年度に１農協で登用がなされた。 ２６年度中に２農協で登用予定。
残り４農協についても，次期改選期の女性理

事の登用のための取組を促し，平成２６年度に
２農協，平成２７年度に２農協において登用予
定。

具体的施策 森林組合役員への女性の登用促進

事業・取組名
(予算事業名) 森林組合指導育成事業 所管課等 環境林務課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,352千円 H26 1,342千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域林業の中核的担い手である森林組合の機能強化，体質強化を図る。

２ 概要
年１回を常例とした森林組合の検査を行うとともに，役職員向けの研修を実施する。また，必要

に応じ，適宜，経営改善等の指導を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 森林組合における女性役員 １名

〈検査〉 〈検査〉
常 例 ６組合 常 例 ６組合
事後確認 ２組合 事後確認 ２組合
常例検査等を通じて女性の登用等を促した。 常例検査等を通じて女性の登用等を促す。

具体的施策 漁業協同組合役員への女性の登用促進

事業・取組名
(予算事業名) 水産業協同組合育成指導事業 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,618千円 H26 2,982千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 組合検査・指導
目的，概要 組合の組織・運営・会計処理の適正化を図るために，水産業協同組合法に基づき検査を実施す

る。（組合役員への女性登用促進も図る。）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 組合検査・指導 １ 組合検査・指導

２０組合 ２０組合

２ 女性の役員登用促進に係る通知 ２ 女性の役員登用促進に係る通知
７３組合 ７３組合

施策の概要 ②商工業分野における女性の登用促進

具体的施策 商工会等商工団体役員への女性の登用促進

事業・取組名
(予算事業名) 小規模対策事業(青年部・女性部活動推進事業） 所管課等 商工政策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 25,562千円 H26 27,293千円
〔参考〕(当初予算額)
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事業・取組の １ 目的
目的，概要 商工会等に設置されている女性部活動を推進するための講習会等を実施すること

で，女性部の組織強化と部員の資質向上を図る。

２ 概要
商工会等に設置されている女性部等活動推進のための講習会，研修会，交流会等の

開催経費を助成する。

３ 実施主体
商工会議所，県商工会連合会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 講習会等の開催（女性部のみ記載） 講習会等の開催

講習会等
開催回数 7回
参加者数 619人

研修会
開催回数 30回
参加者数 916人

交流会
開催回数 7回
参加者数 188人

施策の方向 (6)女性の人材育成及び人材情報の整備

施策の概要 ②地域社会における女性の人材の育成

具体的施策 多様な人材の育成

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画社会促進事業【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 自治会やPTA等地域活動において，女性のリーダー的活動を促進するための人材育成を図る。

２ 概要
地域での積極的な参画に資する各種講座の開催

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状

１ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座

回 日時 講座内容 回 日時 講座内容

１ 6/15(土) ・第２次鹿児島県男女共同 １ 6/7(土) ・データに見る男女共同参画
参画基本計画について の状況

・「男女共同参画の概念」 ～男女共同参画の実現によ
りめざす社会の現状～

２ 6/22(土) ・男女共同参画と人権 ・「男女共同参画の概念」
～性別に関わりなく自分
らしく生きるために～ ２ 6/14(土) ・男女共同参画と人権

～性別にかかわりなく自分
３ 7/6(土) ・「わたし」を振り返る らしく生きるために～

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを ３ 6/28(土) ・「わたし」を振り返る
確認する～ ～男女共同参画の学びと

「わたし」との出会いを確
４ 7/13(土) ・地域づくりと男女共同参 認する～

画
４ 7/5(土) ・地域づくりと男女共同参画

※オプションプログラムを7/6,7/13に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ※オプションプログラムを6/28,7/5に実施
・受講者：延べ ４１７人 ・場 所：かごしま県民交流センター

２ 男女共同参画地域協働推進講座 ２ 男女共同参画地域協働推進講座

地区 月日 講座内容 地区 日時 講座内容

与論 台風接近 ・男女共同参画社会の 与論 12/6(土) ・男女共同参画の基本的な
のため中 基本的な考え方 12/7(日) 考え方
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止 ・「わたし」を振り返 ・「わたし」を振り返る
る～男女共同参画の学 ～男女共同参画の学びと

西之表 1/11(土) びと「わたし」との出 「わたし」との出会いを
1/12(日) 会いを確認する～ 確認する～

・地域づくりと男女共 ・地域づくりと男女共同参
同参画 画

伊佐 1/11(日) ・男女共同参画の基本的な
1/18(日) 考え方

・データにみる男女共同参
画の状況

・男女共同参画と人権
・地域づくりと男女共同参

画
・「男女共同参画と人権」

をめぐる具体的な諸問題
・「わたし」を振り返る

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを
確認する～

具体的施策 女性の生涯学習リーダーの養成
具体的施策 社会教育団体における女性のリーダーの養成

事業・取組名 社会教育指導者養成事業
(予算事業名) 社会教育関係団体事業費補助 所管課等 社会教育課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 3,520千円 H26 3,521千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 生涯学習リーダー養成研修会
目的，概要 ①目 的 活力ある地域づくりを目指し，主体的に取り組む生涯学習リーダーを育成するために，

子どもたちの体験活動，家庭教育，学校等の支援の在り方の学習や地域教育資源の調査
等の実践活動を行う。

②概 要 社会教育関係団体の現状と課題，生涯学習・社会教育の基礎知識，魅力ある団体等の
講義や演習

③実施主体 県教育委員会

２ 社会教育関係団体への事業費補助
①目 的 社会教育関係団体の活動を助成し，本県社会教育の振興を図る。
②概 要 大会等の事業への助成
③実施主体 県教育委員会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 生涯学習リーダー養成研修会の実施 １ 生涯学習リーダー養成研修会の実施

高齢者団体指導者，女性団体指導者，PTA指 高齢者団体指導者，女性団体指導者，PTA指導
導者，少年団体成人指導者，青年団体指導者の 者，少年団体成人指導者，青年団体指導者の研
研修を実施 修を実施
【鹿児島会場】 【鹿児島会場】

１回目：平成25年６月２日 ６８人参加 １回目：平成26年６月１日
２回目：平成25年10月20日 ６１人参加 ２回目：平成26年10月18日
３回目：平成26年１月18日 ５７人参加 ３回目：平成27年１月17日

【大島会場】 【大島会場】
平成25年11月16日～17日 ５０人参加 平成26年10月25日～26日

２ 社会教育関係団体事業実施 ２ 社会教育関係団体事業実施
・地区活動費補助(県子ども会育成連絡協議会) ・地区活動費補助(県子ども会育成連絡協議会)
・青年交流研修会（県青年団協議会） ・青年交流研修会（県青年団協議会）
・ふるさとを興す地区別教育・食料・環境学 ・ふるさとを興す地区別教育・食料・環境学
習大会等（県地域女性団体連絡協議会） 習大会等（県地域女性団体連絡協議会）
・研究委嘱公開等（県PTA連合会） ・研究委嘱公開等（県PTA連合会）

施策の概要 ③農林水産分野における女性の人材の育成

具体的施策 女性農業経営士の養成・認定

事業・取組名
(予算事業名) がんばる女性農業者育成支援事業 所管課等 経営技術課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,643千円 H26 1,652千円
〔参考〕(当初予算額)
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事業・取組の １ 目的
目的，概要 女性農業者の農業経営や社会参画等を円滑に実現するための資質向上及び女性の能力発揮の場の

拡大，リーダー育成を行う。また，共に社会貢献できる環境を整備する。

２ 概要
地域の女性農業者のリーダーとして女性農業経営士の養成・認定する。
国際的感覚と経営・生活管理能力を高め，地域農業を支えるリーダーとして育成する

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 女性農業経営士の養成研修の実施 １ 女性農業経営士の養成研修の実施

・日時 平成25年８月１日(木)10:30～ ・日時 平成26年８月21日(木)10:30～
２日(金)～15:00 22日(金)～15:00

・場所 県農業大学校 ・場所 県農業大学校
・内容 経営参画と地域参画について ・内容 経営参画と地域参画について

２ 女性農業経営士の認定 ２ 女性農業経営士の認定
・日時 平成26年２月７日(金) ・日時 平成27年２月６日(金)
・場所 ジェイド・ガーデン・パレス ・場所 ジェイド・ガーデン・パレス
・内容 認定証授与 ・内容 認定証授与

３ 農村女性海外農家体験研修への派遣 ３ 農村女性海外農家体験研修への派遣
・日時 平成25年９月１日（日）～９日（月） ・日時 平成26年９月７日（日）～１５日（月）
・場所 オーストリア，ドイツ，イタリア ・場所 ドイツ，ベルギー
・内容 女性の農業経営や組織活動等への参画 ・内容 女性の農業経営や組織活動等への参画

グリーンツーリズム，農家民泊による グリーンツーリズム，農家民泊による
農家生活体験等 農家生活体験等

・派遣人数 ５人 ・派遣予定者 ５人（予定）

具体的施策 女性の青年林業士の養成・認定

事業・取組名
(予算事業名) 林業後継者育成対策事業 所管課等 森林経営課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 451千円 H26 441千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 農山村の若い林業従事者等を対象にした育成研修を行い，また林業経営者・従事者等を指導林

家等に認定するとともに，地域リーダーとなる林業研究グループも含めて，地域活動を活発化さ
せて地域林業振興に資する。

２ 概要
スペシャリスト養成講座の開催
地域リーダーの認定
情報ネットワークの活動

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 (1)スペシャリスト養成講座 (1)スペシャリスト養成講座

・受 講 者：６名（うち女性０名） ・受 講 者：未定
・実施時期：２回（６月，１１月） ・実施時期：２回（６月，１０月）

(2)地域リーダーの認定 (2)地域リーダーの認定
・認 定 者：１０名（うち女性１名） ・認 定 者：人数等未定
・認定時期：２月 ・認定時期：２月

(3)情報ネットワークの活動 (3)情報ネットワークの活動
・九州林研グループ交換研修（うち女性０名) ・九州林研グループ交換研修

具体的施策 女性の漁業士の養成・認定

事業・取組名
(予算事業名) 漁業生産の担い手育成確保事業 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,306千円 H26 2,367千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 新規就業者確保対策事業
目的，概要 ①目的 意欲と能力のある新規漁業就業者の育成確保を図る。

②概要 漁業就業者確保育成センターやUIターンフェア等において就業相談を実施するとともに，
UIターン者等の漁業就業希望者を対象に研修（ザ・漁師塾）を実施する。

③実施主体 県
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２ 中核的漁業者育成確保事業
①目 的 効率的かつ安定的な沿岸漁業経営の促進を図るため，水産物の加工・販売等の活動を

行う漁村女性など，中核的な担い手グループの育成を図る。
②概 要 中核的な協業体の育成支援，活動実績発表大会の開催，漁業士の認定，低利用資源の

活用促進等。
③実施主体 県

３ 研修推進事業
①目的 漁村女性を対象とした資質向上のための研修等を実施する。
②概要 就業者研修，現地応用講座，コンサルタント派遣等を行う。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 新規就業確保対策事業 １ 新規就業者確保対策事業

○就業相談実績 １３４件（うち女性０件） ○漁業のPR，勧誘活動（漁業就業者確保育成セン
○研修受講者 ５１名（うち女性０名） ター等で実施）

○研修（ザ・漁師塾）の実施
２ 中核的漁業者育成確保事業

○活動実績発表大会６名（うち女性１名） ２ 中核的漁業者育成確保事業
○漁業士の認定 ７名（うち女性２名） ○水産物加工・販売等の企業的な活動を行う
○漁村女性活動グループ支援 １グループ グループの育成

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業
（経営発展等取組支援事業）

３ 研修推進事業 ３ 研修推進事業
○現地応用講座（２回） ○漁村女性を対象とした資質向上のための研修の
○コンサルタント派遣（４箇所） 実施

施策の概要 ④国際交流・協力を通じた女性の人材の育成

具体的施策 海外派遣による国際的感覚や視野を有する女性のリーダーの育成

事業・取組名
(予算事業名) ユースウイングかごしま事業 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 3,458千円 H26 － 千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 「郷土に学び・育む青少年運動」の実践事業として，本県の青年を海外に派遣するとともに，韓

ふるさと

国からの青少年を受入れ，交流活動等により，青年相互の理解と友好を促進するとともに，国際的
視野を広げ，郷土の姿を正しく理解することにより，地域をリードする豊かな感性を持った人材を
育成することを目的とする。

２ 概要（平成25年度）
韓国青少年の受入れ
受入人数：全羅北道の青少年及び引率者 15名程度
受入時期：10月上旬

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ ユースウィングかごしま事業 （Ｈ２５年度限りで事業廃止）

（韓国青少年受入）
・韓国（全羅北道）の青少年受入

受入人数：青少年12人，引率者等6人
交流日程：10月９日～10月13日
交流内容：本県青少年との日韓青少年ディ
スカッション・交流会，ホームステイ等

具体的施策 青年海外協力隊への女性の派遣促進

事業・取組名
(予算事業名) 渉外事務事業 所管課等 国際交流課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 16千円 H26 17千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＪＩＣＡが実施する事業への協力

２ 概要
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毎年２回の青年海外協力隊等海外ボランティアの募集期間に説明会への参加，広報，ポスターの
配布等普及活動を実施している。

３ 実施主体
ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・青年海外協力隊募集説明会への参加 ・青年海外協力隊募集説明会への参加

・新聞，テレビスポットによる広報，ポスター ・新聞，テレビスポットによる広報，ポスターの配
の配布等の普及活動を実施 布等の普及活動を実施

施策の概要 ⑤女性の人材情報の収集・整備

具体的施策 女性の人材情報の収集

事業・取組名
(予算事業名) 女性人材リストの整備 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 ー 千円 H26 ー 千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 女性の人材に関する情報を収集・整備し，各種審議会等をはじめ政策・方針決定過程への女性の

登用に活用する。

２ 概要
あらゆる分野で活躍する女性の情報等を収集し，女性人材リストを整備する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 新聞等により情報を収集した。 新聞等により情報を収集し，リストの整備を行

う。
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重点目標 ７ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進

施策の方向 (1)雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保

施策の概要 ①雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保及び非正規労働者の雇用環境の整
備促進のための関係法令や諸制度の普及・啓発

具体的施策 広報誌等による関係法令等の普及

事業・取組名 労使関係近代化促進事業
(予算事業名) （広報誌「労働かごしま」の発行）【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 947千円 H26 956千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 性別を理由とした差別の禁止を規定する男女雇用機会均等法等の周知・啓発を図るとともに，男

女間の賃金格差の解消を図るため労使への啓発を推進する。
また，パートタイム労働者などの非正規労働者の雇用条件や雇用環境の整備を促進するためパー

トタイム労働法等をはじめ関係法令の周知を図る。

２ 概要
広報誌「労働かごしま」の発行により，広く労使及び一般県民等に関係法令等の周知・啓発をは

かる。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 広報誌「労働かごしま」の発行 広報誌「労働かごしま」の発行

○発行回数：年６回（隔月発行） ○発行回数：年６回（隔月発行）
○発行部数：１，８００部/隔月 ○発行部数：１，８００部/隔月
○主な配付先：県内事務所，市町村，その他関 ○主な配付先：県内事務所，市町村，その他関

係機関 係機関

具体的施策 労働問題に関するセミナーの実施

事業・取組名
(予算事業名) 労働問題懇話会（労働セミナー）【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 220千円 H26 227千円
{参考}(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 事業主と労働者がお互いの人格を尊重しあい働きやすい環境をつくるため，労働に関する問題や

情勢に対し理解を深め，労使の相互理解と意思疎通を促進する。

２ 概要
講演及び関係機関の事務内容等についての説明実施。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 講演テーマ １ 講演テーマ

「職場でのハラスメントをなくすために 未定
何ができるか」
～職場で起こる数々のハラスメントは ２ 講師

適切な対応により，予防・解決が可能 未定
です。組織全体で対応し，働きやすい
職場環境づくりをしましょう。～ 他 ３ 講演内容

未定
２ 講師 社会保険労務士

４ 開催予定（１０月～１１月）
３ 講演内容 ・鹿屋市

事業主と労働者がお互いの人格を尊重し， ・薩摩川内市
職場における働きやすい環境をつくるため， ・奄美市
労使の相互理解と意思疎通を促進するよう説
明する。

４ 開催
・鹿屋市 （10/29）
・鹿児島市 （11/1）
・薩摩川内市 （11/7）
・霧島市 （11/12）
・奄美市 （11/14）
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具体的施策 就業に必要な知識やスキルを習得する講座の開催

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （女性のエンパワメント促進）【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １目的
目的，概要 M字カーブ問題の解消に向けた女性の就業継続や再就職の支援

２概要
就業に必要な知識やスキルを習得できたり，「働く」ことの意味を見つめ直したり，職域を超

えた意見や情報の交換や仲間づくりができる機会を提供する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○女性のエンパワメント促進

「女性のエンパワメントセミナー」

施策の概要 ②女性の就労問題の把握と情報提供

具体的施策 県内事業所の労働条件等に関する実態調査による現状把握

事業・取組名
(予算事業名) 労働条件実態調査事業【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 312千円 H26 315千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女の均等な就業機会等を確保するため，男女別の事業所の労働条件や採用状況の把握と情報提

供に努める。

２ 概要
県内の常用労働者５人以上の１，０００事業所を対象に，労働者の労働条件に関する諸制度等に

ついて総合的に調査し，結果を報告書としてまとめて労使関係者等に資料として提供することで，
県内労働者の現状を明らかにし，労働条件改善等の啓発に資する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○調査対象地域 ○調査対象地域

鹿児島県全域 鹿児島県全域
○調査時点 ○調査時点

平成２５年９月３０日現在 平成２６年９月３０日現在
○調査の方法 ○調査の方法

郵送による配付，回収 郵送による配付，回収
【基本調査（毎年実施）】 【基本調査（毎年実施）】
・育児・介護休業制度 ・育児・介護休業制度
・次世代育成支援対策 ・次世代育成支援対策
【付帯調査（３年に１度実施）】 【付帯調査（３年に１度実施）】
・男女雇用機会均等法の措置状況 ・特になし

○女性のエンパワメントセミナー
「私が『わたし』をつくる」

開催日 テーマ

2/ 6(木) ゆたかな「私」ライフ～”私”

と社会”私”と他者をゆたかに

結ぶために知っておきたいこと

～

2/13(木) ”私”が「私」を生きるために
知っておきたい法律と制度

2/21(金) 知ってほしい！仕事だけがキャ

リアじゃない！

3/1(土) 私たちでつくりだす新しい価値

「ワーカーズ・コレクティブ」

を知っていますか？

・場 所：かごしま県民交流センター

・受講者：延べ１４４人
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施策の概要 ④雇用に関する各種相談への対応

具体的施策 雇用の場における差別や就業条件に関する相談の実施

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画相談事業【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 7,268千円 H26 7,285千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 雇用の場における性別に起因した（男女共同参画を阻害する行為等に関する）問題や悩みを抱え

る県民を支援する。

２ 概要
男女共同参画相談員が対応する一般相談（電話相談・面接相談）及び弁護士や精神科医等が対応

する専門相談を実施する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 〇 男女共同参画相談事業 〇 男女共同参画相談事業

就労に関する相談 １４５件 就労に関する相談

事業・取組名
(予算事業名) 労働相談体制整備事業 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 3,915千円 H26 3,633千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 企業の撤退等により離職を余儀なくされた方々など県内の労働者等からの労働相談に対応するた

め，社会保険労務士による労働相談員を配置し，労働相談体制の整備を図る。

２ 概要
電話・面接による労働相談や関係市町と連携しての出張相談会の実施。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 【労働相談体制整備事業】 【労働相談体制整備事業】

１ 労働相談員の配置期間 １ 労働相談員の配置期間
平成25年４月１日～平成26年３月31日 平成26年４月１日～平成27年３月31日

月20日程度，９時～17時
２ 相談件数

３２８件（うち出張相談件数；２２件） ２ 相談件数（４月末実績）
３５件（うち出張相談件数；０件）

施策の方向 (2)農林水産業・商工業等自営業の分野における就業環境の整備及び女性の経営参画の促
進

施策の概要 ①農林水産分野における就業環境の整備及び女性の経営参画の拡大と人材育成

具体的施策 家族経営協定締結の推進

事業・取組名
(予算事業名) 認定農業者育成支援事業（家族経営協定締結の推進） 所管課等 経営技術課

事 業 主 体 県（県担い手・地域営農対 予 算 額 H25 4,625千円の内数 H26 4,549千円の内数
〔参考〕策協議会） (当初予算額)

事業・取組の 効率的・安定的な農業経営が農業生産の相当部分を担う農業構造を確立するため，認定農業者等の
目的，概要 担い手を確保・育成し，その経営発展を支援する。

・市町村担い手協議会による認定農業者制度の推進，家族経営協定締結推進対象者のリストアップ
支援

・農業経営改善計画（意欲のある農業者が自らの経営を計画的に改善するために作成した同計画を
市町村が認定した者が認定農業者）の作成等支援

・農業経営改善計画と関連付けた家族経営協定の締結推進
・認定農業者の共同申請（家族経営協定を締結し，経営主以外の配偶者や後継者が共同経営者とな

っていれば，複数の者による認定農業者の共同申請が認められている）の推進
・経営の発展段階に応じた技術・経営改善支援 ほか
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事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 1 家族経営協定の普及啓発 1 家族経営協定の普及啓発

(1)市町村担い手育成総合支援協議会担当者等に (1)市町村担い手育成総合支援協議会担当者等に
よる地域での研修会の実施 よる地域での研修会の実施
・時期 平成25年５月～26年３月 ・時期 平成26年５月～27年３月
・場所 各地域 ・場所 各地域
・内容 認定農業者制度，共同申請，家族経 ・内容 認定農業者制度，共同申請，家族経

営協定等 営協定等

(2)地域振興局農政普及課等による啓発，締結支 (2)地域振興局農政普及課等による啓発，締結支
援活動の実施 援活動の実施

具体的施策 農村における女性の地域農産物を活用した加工品開発等の起業活動の支援

事業・取組名
(予算事業名) 普及活動事業（農村女性の起業活動支援） 所管課等 経営技術課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 55,971千円の内数 H26 55,570千円の内数
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的（普及活動事業のうち「農村女性の起業活動支援」）
目的，概要 農村の女性起業活動は，女性の経済的な自立につながるとともに，農業・農村の活性化に重要な

役割を果たしており，起業活動に取り組む起業の育成及び支援を行う。

２ 概要
各地域振興局農政普及課が作成する普及指導計画において「農産物に付加価値を付けた商品の生

産・販売の活動支援」等の課題の中で，起業活動の指導・支援を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 普及指導活動 １ 普及指導活動

・６次産業化に取り組む経営体の育成 ・６次産業化に取り組む経営体の育成
・女性起業組織の運営管理支援 ・農商工連携による新商品開発，販売支援
・新商品開発，販売支援 ・経営管理能力向上支援
・経営管理能力向上支援 ・農産加工組織の経営継承支援
・農商工連携活動支援 ・女性起業のネットワーク化支援

具体的施策 地域水産物を活用した加工品開発に向けた取組の支援

事業・取組名
(予算事業名) 漁業生産の担い手育成確保事業 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,306千円 H26 2,367千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 新規就業確保対策
目的，概要 ①目 的 意欲と能力のある新規漁業就業者の育成確保を図る。

②概 要 漁業就業者確保育成センターやUIターンフェア等において就業相談を実施するととも
に，UIターン者等の漁業就業希望者を対象に研修（ザ・漁師塾）を実施する。

③実施主体 県

２ 中核的漁業者確保育成事業
①目 的 効率的かつ安定的な沿岸漁業経営の促進を図るため，水産物の加工・販売等の活動を

行う漁村女性など，中核的な担い手グループの育成を図る。
②概 要 中核的な協業体の育成支援，活動実績発表大会の開催，漁業士の認定，低利用資源の

活用促進等。
③実施主体 県

３ 研修推進事業
①目 的 漁村女性を対象とした資質向上のための研修等を実施する。
②概 要 就業者研修，現地応用講座，コンサルタント派遣等を行う。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 新規就業確保対策事業 １ 新規就業者確保対策事業

○就業相談実績 １３４件（うち女性０件） ○漁業のPR，勧誘活動（漁業就業者確保育成セン
○研修受講者 ５１名（うち女性０名） ター等で実施）

○研修（ザ・漁師塾）の実施
２ 中核的漁業者確保育成事業
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○活動発表大会６名（うち女性１名） ２ 中核的漁業者確保育成事業
○漁業士の認定７名（うち女性２名） ○水産物加工・販売等の企業的な活動を行う
○漁村女性活動グループ支援 １グループ グループの育成

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業
（経営発展等取組支援事業）

３ 研修推進事業 ３ 研修推進事業
○現地応用講座（２回） ○漁村女性を対象とした資質向上のための研修の
○コンサルタント派遣（４箇所） 実施

施策の概要 ②商工業等自営業分野における就業環境の整備及び女性の経営参画の拡大と人材育成

具体的施策 商工会等の経営指導員による経営指導

事業・取組名
(予算事業名) 小規模対策事業(経営改善普及事業） 所管課等 商工政策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,856,154千円 H26 1,829,070千円
(当初予算額) の一部 の一部〔参考〕

事業・取組の １ 目的
目的，概要 商工会等に設置した経営指導員等が，小規模事業者等に対して実施する巡回指導や講習会を通じ

て，小規模事業者等における男女共同参画を促進する。

２ 概要
商工会等の経営改善普及事業に伴う人件費及び事業費を助成する。
※ 当該事業は，小規模事業者の経営の改善発達を目的とした事業であるため，巡回指導や講習

会等の内容には経営，金融，税務，労働及び経営革新等が含まれている。

３ 実施主体
商工会議所，商工会，県商工会連合会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 巡回指導・窓口指導の実施 巡回指導・窓口指導の実施や講習会等の開催

指導件数 133,469件

２ 講習会等の開催
開催回数 722回

具体的施策 商工会等女性部の活動促進を図る研修等の実施

事業・取組名
(予算事業名) 小規模対策事業(青年部・女性部活動推進事業） 所管課等 商工政策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 25,562千円 H26 27,293千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 商工会等に設置されている女性部活動を推進するための講習会等を実施すること

で，女性部の組織強化と部員の資質向上を図る。

２ 概要
商工会等に設置されている女性部等活動推進のための講習会，研修会，交流会等の

開催経費を助成する。

３ 実施主体
商工会議所，県商工会連合会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 講習会等の開催（女性部のみ記載） 講習会等の開催

講習会等
開催回数 7回
参加者数 619人

研修会
開催回数 30回
参加者数 916人

交流会
開催回数 7回
参加者数 188人
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施策の方向 (3)女性の能力発揮のための支援

施策の概要 ①就業継続や再就職の支援

具体的施策 就業継続や再就職に関する必要な知識や情報の提供と相談対応

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （女性のエンパワメント促進）【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １目的
目的，概要 M字カーブ問題の解消に向けた女性の就業継続や再就職の支援

２概要
就業に必要な知識やスキルを習得できたり，「働く」ことの意味を見つめ直したり，職域を超

えた意見や情報の交換や仲間づくりができる機会を提供する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況

事業・取組名
(予算事業名) 働きたい女性の再就職支援事業 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 － 千円 H26 1,026千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 結婚・出産・子育て等を理由に就労を中断し，再就職を希望しているものの，ブランク等による

不安からスムーズに求職活動を行えない女性を対象に，再就職に必要な知識等を習得するための研
修(プレ訓練）を実施することにより，働きたい女性の再就職を支援する。

２ 概要
民間教育訓練機関に委託して再就職を支援する研修(プレ訓練)を実施

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 再就職を支援する研修（プレ訓練）を民間教育訓

練期間に委託して実施
○ 実施回数：２回×２０人
○ 研修内容：３日間

・ビジネスコミュニケーション
・自己分析と自己決定
・キャリアコンサルティング

○女性のエンパワメント促進

「女性のエンパワメントセミナー」

○女性のエンパワメントセミナー
「私が『わたし』をつくる」

開催日 テーマ

2/ 6(木) ゆたかな「私」ライフ～”私”

と社会”私”と他者をゆたかに

結ぶために知っておきたいこと

～

2/13(木) ”私”が「私」を生きるために

知っておきたい法律と制度

2/21(金) 知ってほしい！仕事だけがキャ

リアじゃない！

3/1(土) 私たちでつくりだす新しい価値

「ワーカーズ・コレクティブ」
を知っていますか？

・場 所：かごしま県民交流センター

・受講者：延べ１４４人
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具体的施策 子育て中の女性等に対する再就職支援窓口（マザーズコーナー）の周知

事業・取組名 労使関係近代化促進事業
(予算事業名) （広報誌「労働かごしま」の発行）【再掲】 所管課等 雇用労政課

マザーズコーナーとの連携

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 947千円 H26 956千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 子育てしながら就職を希望する人に対して，子ども連れで来所しやすい環境を整備し，個々の希

望やニーズに応じたきめ細やかな就職支援を行うことにより，再就職支援の充実を図る。

２ 概要
労働局と連携して，マザーズコーナーの普及・啓発をはかる。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 広報誌「労働かごしま」の発行 広報誌「労働かごしま」の発行

○ 発 行 回 数：年６回（各月発行） ○ 発 行 回 数：年６回（各月発行）
○ 隔月の発行部数：１，８００部 ○ 隔月の発行部数：１，８００部
○ 主 な 配 布 先：県内事業所，市町村，その ○ 主 な 配 布 先：県内事業所，市町村，その

他関係機関 他関係機関
○ 掲載記事の内容：マザーズコーナーの御案内 ○ 掲載記事の内容：マザーズコーナーの御案内

施策の概要 ②職業能力開発等の支援

具体的施策 職業訓練の実施

事業・取組名
(予算事業名) 雇用セーフティネット対策事業 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県(県立高等技術専門校) 予 算 額 H25 480,944千円 H26 537,783千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 民間教育訓練機関等を効果的に活用し，離職者等の就職促進に資する多様な教育訓練機会を

確保し，これらの者の早期の就職促進を図る。

２ 概要
介護・福祉関連や情報関連の訓練を集合形式で実施。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 定 員：1,628人 定 員：1,702人

コース数：72コース コース数：80コース
入校者数：1,449人
修了者数：547人
就職者数：442人
（「就職者数」は訓練終了3か月後のもの）

具体的施策 就業に関する相談対応・助言

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画相談事業【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 7,268千円 H26 7,285千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 女性が働き続けていく上での，性別に起因した（男女共同参画を阻害する行為等に関する）問題

や悩みを抱える県民を支援する。

２ 概要
男女共同参画相談員が対応する一般相談（電話相談・面接相談）及び弁護士や精神医等が対応す

る専門相談を実施する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 〇 男女共同参画相談事業 〇 男女共同参画相談事業

就労に関する相談 １４５件 就労に関する相談
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施策の概要 ③起業に対する支援

具体的施策 起業のための知識や手法に関するセミナーの開催等各種支援の実施

事業・取組名
(予算事業名) 小規模対策事業(創業・経営革新支援事業） 所管課等 商工政策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 6,144千円 H26 5,961千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ビジネスプラン作成方法や経営に関する諸課題等の解決方法を伝授する少人数の講座を実施する

ことにより，参加者に密着した形で創業・経営革新や経営基盤の安定・強化への取組に向けた具体
的解決を支援する。

２ 概要
商工会等が実施する創業講座，経営革新講座等の開催経費を助成する。

３ 実施主体
商工会議所，商工会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 講習会等の開催 講習会等の開催

実施団体 13団体
開催回数 38回
参加者数 294人

事業・取組名
(予算事業名) かごしま産業おこし挑戦事業等 所管課等 産業立地課

事 業 主 体 公益財団法人かごしま産業 予 算 額 H25 32,253千円 H26 36,647千円
支援センター (当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 起業を目指す個人等に対して，各種支援を実施する。

２ 概要
必要な経費の助成，創業に必要な知識に関するセミナーの開催，ビジネスインキュベータ施設の

提供等を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・かごしま産業おこし挑戦事業（地域資源活用 ・かごしま産業おこし挑戦事業（地域資源活用起業

起業家支援事業） 家支援事業）
採択件数：新規２件 採択件数：新規１件

・ビジネスプラン策定セミナー ・ビジネスインキュベータ事業
１回開催，10名受講 22室に対し，15室入居（H26年度当初）

・ビジネスインキュベータ事業 ・ベンチャープラザ開催事業
22室に対し，15室入居（H25年度末現在） ３回開催，県内企業９社参加

・ベンチャープラザ開催事業
４回開催，県内企業８社参加

具体的施策 商工業・農林水産業に関する各種融資制度の実施

事業・取組名
(予算事業名) 林業・木材産業改善資金貸付事業 所管課等 環境林務課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 102,077千円 H26 102,040千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 林業経営及び木材産業経営の健全な発展，林業生産力の増大並びに林業従事者の福祉の向上を図

ることを目的とする。

２ 概要
林業・木材産業の経営改善，林業労働災害の防止，林業労働従事者の確保に必要な資金を無利子

で貸付ける。
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事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 貸付実績 貸付計画

〈 林 業 分 野 〉 〈 林 業 分 野 〉
なし 50,000千円

〈木材産業分野〉 〈木材産業分野〉
なし 50,000千円

事業・取組名
(予算事業名) 県中小企業融資制度運営事業(中小企業信用保証料補助事業） 所管課等 経営金融課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 77,553千円 H26 104,801千円
(当初予算額) （県制度全体） （県制度全体）

事業・取組の １ 目的
目的，概要 中小企業者の経営の合理化及び経営の安定強化に必要な資金の融資を行うことにより，本県中小

企業の健全な振興発展を図る。

２ 概要
保証機関に対し，県中小企業融資制度の信用保証料の補助を行うことにより，通常の保証料率よ

り引き下げ，中小企業者の保証料負担を軽減する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 創業支援資金融資実績 １ 県中小企業融資制度融資枠(全資金）

75件 340百万円 350億円
うち女性

10件(13.3%) 39百万円(11.4%) ２ 「創業支援資金」は，商工団体の推薦を受け
て新たに事業を開始しようとするときの資金

※ 女性に限定した制度ではない。 （自己資金が25％以上必要)。女性や青年（30
歳未満）による創業の場合は，信用保証料率の
更なる引き下げ措置がある。

事業・取組名
(予算事業名) 沿岸漁業改善資金貸付事業 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 204,528千円 H26 204,361千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 沿岸漁業改善資金貸付事業
目的，概要 沿岸漁業従事者等に対し，操船漁ろう等の器機購入，漁家の住居等の改善，青年漁業者等の養成

確保を図るための資金を無利子で貸し付け，沿岸漁業の健全な発展，漁業生産力の増大及び沿岸漁
業従事者等の福祉の向上に資する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 経営等改善資金 貸付額 ２００，０００千円

10件 ２４，１９７千円
（うち女性０件）

２ 生活改善資金
０件

３ 青年漁業者等養成確保資金
３件 ２４，２００千円

（うち女性０件）

事業・取組名
(予算事業名) 農業制度資金利子補給補助事業 所管課等 農業経済課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 184,293千円 H26 173,187千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 農業者の経営基盤の強化に必要な資金や既往債務の負担軽減に必要な資金を低利で融通するた

め，金融機関等に対して利子補給補助を行う。

２ 概要
県利子補給補助の対象となっている資金を融資した融資機関等に対して，利子補給金等を交付

する。
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事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 農業者の経営基盤強化等に必要な資金に対す 県利子補給補助対象資金の融資計画額

る利子補給金等の交付を行った。 3,900,000千円

主な制度資金の県利子補給補助の実績 利子補給金等予算額（全体） 173,187千円
農業近代化資金利子補給金 142,983千円

施策の概要 ④新規就業に対する支援

具体的施策 就農を促進するための相談活動等各種支援や啓発の実施

事業・取組名
(予算事業名) 新規就農・就業総合支援事業（新規就農支援事業） 所管課等 経営技術課

県，（公社）鹿児島県農業
事 業 主 体 ・農村振興協会（県農業者 予 算 額 H25 10,640千円 H26 10,442千円

等育成センター） (当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 「農業経営基盤強化促進法」に基づく事業の実施や，地域における就農促進活動の支援により，

次代の農業を担う優れた新規就農者の育成及び確保を図るとともに，育成した新規就農者等の定着
を推進する。

併せて，将来，新規就農に結びつく人材として，青年等の就農希望者の確保・育成を図る。

２ 概要
(1) 就農計画の認定・就農支援活動
(2) 新規就農・就業対策に関する調査・検討
(3) 現地就農トレーナーによる新規就農者等への助言・指導
(4) 現地就農トレーナーの活動支援
(5) 青年農業者等育成センターの運営

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 (1)就農計画の認定・就農支援活動 (1)就農計画の認定・就農支援活動

ア 就農計画認定委員会の開催 ６地区 ア 就農相談等の実施 （随時）
（ イ 青年等就農計画の作成支援 （随時）就農計画認定件数 認定43件，変更計画14件）
イ 就農相談等の実施 ２６０件 ウ 就農支援資金貸付審査会の開催 ５回
ウ 就農支援資金貸付審査会の開催 ５回 (2)新規就農・就業対策に関する調査・検討

(2)新規就農・就業対策に関する調査・検討 ア 新規就農・就業対策検討会議 １回
ア 新規就農対策に係る検討会 １回 イ 新規就農者確保及び定着状況等の調査 １回

現地就農トレーナーによる新規就農者への助言・指導イ １回 (3)新規就農者確保及び定着状況等の調査
(3) ・ 現地就農トレーナー設置 １５地区現地就農ﾄﾚｰﾅｰによる新規就農者への助言・指導

・ 現地就農トレーナー設置 １５地区 (4)現地就農トレーナーの活動支援
(4)現地就農トレーナー活動検討会 ア 新任就農トレーナー研修会の開催 １回

ア 新任就農トレーナー研修会の開催 １回 イ 全国・九州沖縄地区研修会への派遣 ２回
イ 全国・九州沖縄地区研修会への派遣 ２回 (5)青年農業者等育成センターの運営

(5)青年農業者等育成センターの運営 ア 就農相談活動実施 （随時）
ア 就農相談活動実施 ３４１件 イ 就農支援資金貸付審査会の開催 ３回
イ 就農支援資金貸付審査会の開催 １回

具体的施策 林業への新規就業を促進するための相談活動等各種支援や啓発の実施

事業・取組名
(予算事業名) 森林整備担い手育成確保総合対策事業 所管課等 森林経営課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 721千円 H26 741千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の ○ 「鹿児島きこり塾」の開催
目的，概要 １ 目的

林業の就業に必要な技術・技能の習得及び女性の就業に係る情報の提供，相談等を行い，新規
就業の促進を図る。

２ 概要
森林・林業に関する知識・技術の習得，森林組合・林業事業体の職場や伐採現地等の見学，林

業の作業に必要な資格取得のための講習，就業相談会などを実施する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 「鹿児島きこり塾」の開催 ○ 「鹿児島きこり塾」の開催

森林・林業に関する知識・技術の習得，森 森林・林業に関する知識・技術の習得，森林組
林組合・林業事業体の職場や伐採現地等の見 合・林業事業体の職場や伐採現地等の見学，林業
学，林業の作業に必要な資格取得のための講 の作業に必要な資格取得のための講習，就業相談
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習，就業相談会などを実施した。 会などを実施する。
・受 講 者：９名（うち女性１名） ・受 講 者：２５名（予定）
・実施時期：７月１６日～８月６日 ・実施時期：７月1５日～８月６日

具体的施策 漁業への新規就業を促進するための相談活動等各種支援や啓発の実施

事業・取組名
(予算事業名) 漁業生産の担い手育成確保事業【再掲】 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,306千円 H26 2,367千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 新規就業確保対策事業
目的，概要 ①目 的 意欲と能力のある新規漁業就業者の育成確保を図る。

②概 要 漁業就業者確保育成センターやUIターンフェア等において就業相談を実施するととも
に，UIターン者等の漁業就業希望者を対象に研修（ザ・漁師塾）を実施する。

③実施主体 県

２ 中核的漁業者育成確保事業
①目 的 効率的かつ安定的な沿岸漁業経営の促進を図るため，水産物の加工・販売等の活動を

行う漁村女性など，中核的な担い手グループの育成を図る。
②概 要 中核的な協業体の育成支援，活動実績発表大会の開催，漁業士の認定，低利用資源の

活用促進等。
③実施主体 県

３ 研修推進事業
①目 的 漁村女性を対象とした資質向上のための研修等を実施する。
②概 要 就業者研修，現地応用講座，コンサルタント派遣等を行う。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 新規就業確保対策事業 １ 新規就業者確保対策事業

○就業相談実績 １３４件（うち女性０件） ○漁業のPR，勧誘活動（漁業就業者確保育成セン
○研修受講者 ５１名（うち女性０名） ター等で実施）

○研修（ザ・漁師塾）の実施
２ 中核的漁業者育成確保事業

○活動実績発表大会６名（うち女性１名） ２ 中核的漁業者育成確保事業
○漁業士の認定 ７名（うち女性２名） ○水産物加工・販売等の企業的な活動を行う
○漁村女性活動グループ支援 １グループ グループの育成

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業
（経営発展等取組支援事業）

３ 研修推進事業 ３ 研修推進事業
○現地応用講座（２回） ○漁村女性を対象とした資質向上のための研修の
○コンサルタント派遣（４箇所） 実施

具体的施策 福祉分野の職業紹介

事業・取組名
(予算事業名) 福祉人材センター運営事業 所管課等 社会福祉課

事 業 主 体 県社会福祉協議会 予 算 額 H25 25,325千円 H26 25,325千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 福祉人材センター運営事業を円滑かつ効果的に実施するために，福祉人材センター運営委員会を

開催。

２ 概要
① 福祉人材無料職業紹介事業の実施
② 福祉職場就職ガイダンスの開催
③ 福祉職場就職支援講座

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 福祉人材無料職業紹介事業 １ 福祉人材無料職業紹介事業

求人登録 求職登録 紹 介 採 用
2,064 1,127 256 79 ２ 福祉職場就職ガイダンスの開催

・実施時期 ①平成26年8月8日 500名(予定)
２ 福祉職場就職ガイダンスの開催 ②平成27年2月3日 300名(予定)

・実施時期 ①平成25年8月1日 403名参加
②平成26年2月4日 178名参加 ３ 福祉職場就職支援講座
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(採用実績 58名） ・参加人員 80名 (予定)
・実施時期 11月8日，15日（全3回）

３ 福祉職場就職支援講座
・参加人員 延べ61名
・実施時期 11月16日～11月23日（全3回）
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重点目標 ８ 仕事と生活の調和を図るための環境づくりの促進

施策の方向 (1)仕事と生活の調和を図るための社会的気運の醸成と環境整備

施策の概要 ①仕事と生活の調和に関する意識啓発の推進

具体的施策 仕事と生活の調和に関するセミナーの開催

事業・取組名 男女共同参画基本計画普及啓発事業【再掲】
(予算事業名) （職場における意識啓発） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,842千円 H26 － 千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 事業所における男女共同参画やワーク・ライフ・バランス等についての理解促進を図り，職場に

おける組織風土の変革や固定的性別役割分担意識の解消に繋がる意識啓発

２ 概要
県内企業の事業主や従業員を対象とするセミナーを開催する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況

施策の概要 ②就業の場における仕事と家庭の両立支援の取組の促進

具体的施策 仕事と子育ての両立支援に取り組む企業の登録・普及

事業・取組名
(予算事業名) 子育て応援企業登録事業【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 380千円 H26 387千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定した旨を労働局に届け出ており，

従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」として登
録し，広く県民に紹介することで社会的に評価される仕組みを作り，県内企業の子育て支援に対す
る自主的な取り組みを促進する。

２ 概要
(1) 「かごしま子育て応援企業」の登録

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定した旨を労働局に届け出てお
り，従業員の仕事と子育ての両立支援に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」と
して登録する。

(2) 「かごしま子育て応援企業」のＰＲ
登録企業の名称・取組内容等を県ホームページ・広報誌，ハローワークや若者就職サポートセ

ンターにおける各就職窓口等において紹介する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 登録企業数 228社（H26.3.31現在）

１ 制度説明の実施：労働セミナー １ 制度説明の実施：労働セミナー
２ 県ホームページ・広報誌等による制度案 ２ 県ホームページ・広報誌等による制度案

内，募集，取組内容紹介等 内，募集，取組内容紹介等
３ 募集チラシの作成：2，000部 ３ 募集チラシの作成：5，000部
４ 取組内容紹介リーフレットの作成：200冊 ４ 取組内容紹介リーフレットの作成：200冊
５ 登録案内文書の発送：約860社 ５ 登録案内文書の発送
６ 企業の個別訪問：約90社 ６ 企業の個別訪問

○ ダイバーシティ・マネジメントセミナー
・期 日：１月３０日（木）
・場 所：かごしま県民交流センター
・テーマ：多様性と多面性を活かす経営戦

略
・対象者：県内企業事業所の事業主及び事

業所の人事・労務管理担当者
・講 師：渥美由喜（(株)東レ経営研究所）
・事例発表者

（株）長岡塗装店，（株）イノス
・参加者：５７人
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具体的施策 妊婦及び子どものいる世帯を地域全体で応援する気運の醸成

事業・取組名
(予算事業名) 「育児の日」普及事業【再掲】 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 県 予 算 額 H24 ー 千円 H25 ー 千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 妊婦及び子どものいる世帯を地域全体で応援する気運を醸成する。

２ 概要
毎月19日の「育児の日」の普及・啓発を図るため，各地のイベント等で，既存のポスター等を活

用した広報活動により，その周知を図る。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ イベントによるＰＲ １ イベントによるＰＲ

・２０１３すこやかふれあいフェスティバル ・２０１４すこやかふれあいフェスティバル
（開催日）平成25年5月25日(土)～26日(日) （日時）平成26年5月24日（土）～25日（日）
（場所）鹿児島アリーナ （場所）鹿児島アリーナ
（来場者数）27,000人 （来場者数）25,000人（実績）

・子育て応援フェア鹿児島 ２ 情報誌「クレセール」での広報
（開催日）平成26年8月31日(日)
（場所）アミュプラザ鹿児島 アミュ広場 ３ ポスターの掲示等
（来場者数）3,000人

４ 庁内放送によるＰＲ
２ 情報誌「クレセール」での広報

３ ポスターの掲示等

４ 庁内放送によるＰＲ

具体的施策 仕事と家庭生活との両立支援に取り組む県内建設業者への優遇措置

事業・取組名
(予算事業名) 県建設工事入札参加資格の格付(建設業指導監督事業) 所管課等 監理課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 39,891千円 H26 41,769千円
(当初予算額)

事業・取組の 県建設工事入札参加資格の格付
目的，概要 １目 的 公共工事を発注するに当たり，工種や工事規模に応じた確実な契約履行能力を有する

建設業者を公正かつ能率的に選定するため，建設業者の経営内容や施工実績等を総合的
に評価し，施工能力を区分する。

２概 要 建設業法に定める２８の許可業種のうち，土木一式工事，建築一式工事，ほ装工事，
電気工事，管工事，造園工事の６業種で，「県建設工事入札参加資格審査要綱」に基づ
き,経営事項評価点数と技術事項等評価点数の総合点数により格付を行う。（格付の有
効期間はおおむね２年間）

なお，就業規則に育児休業制度を設けている場合及び次世代育成支援対策推進法に基
づき一般事業主行動計画を策定・届出している場合に，技術的事項等評価点数に加点す
る。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 県建設工事入札参加資格の格付 県建設工事入札参加資格の格付

平成24年度に入札参加資格審査を受審しな 平成27・28年度の入札参加資格の格付を実施
かった者，受審しなかった業種の追加申請を し，審査基準日時点において，就業規則に育児休
希望する者を対象に，就業規則に育児休業制 業制度を設けている場合及び次世代育成支援対策
度を設けている場合及び次世代育成支援対策 推進法に基づき一般事業主行動計画を策定・届出
推進法に基づき一般事業主行動計画を策定・ している場合に，各２点を技術事項等評価点数に
届出している場合に技術事項等評価点数に加 加点する。
点した。
なお，有効期間は平成26年度の1年のみとな

る。

具体的施策 農林水産業や商工業等自営業の従事者の仕事と生活の調和の普及

事業・取組名
(予算事業名) 小規模対策事業(青年部・女性部活動推進事業）【再掲】 所管課等 商工政策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 25,562千円 H26 27,293千円
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〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 商工会等に設置されている女性部，青年部の活動を推進するための講習会等を実施することで，

組織強化と部員の資質向上を図る。

２ 概要
商工会等に設置されている女性部，青年部の活動推進のための講習会，研修会，交流会等の開催

経費を助成する。

３ 実施主体
商工会議所，県商工会連合会

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 講習会等の開催（女性部・青年部の計） 講習会等の開催

講習会等
開催回数 24回
参加者数 1,237人

研修会
開催回数 51回
参加者数 1,283人

交流会
開催回数 16回
参加者数 563人

事業・取組名
(予算事業名) 認定農業者育成支援事業（家族経営協定締結の推進）【再掲】 所管課等 経営技術課

事 業 主 体 県（県担い手・地域営農対 予 算 額 H25 4,625千円の内数 H26 4,549千円の内数
〔参考〕策協議会） (当初予算額)

事業・取組の 効率的・安定的な農業経営が農業生産の相当部分を担う農業構造を確立するため，認定農業者等の
目的，概要 担い手を確保・育成し，その経営発展を支援する。

・市町村担い手協議会による認定農業者制度の推進，家族経営協定締結推進対象者のリストアップ
支援

・農業経営改善計画（意欲のある農業者が自らの経営を計画的に改善するために作成した同計画を
市町村が認定した者が認定農業者）の作成等支援

・農業経営改善計画と関連付けた家族経営協定の締結推進
・認定農業者の共同申請（家族経営協定を締結し，経営主以外の配偶者や後継者が共同経営者とな

っていれば，複数の者による認定農業者の共同申請が認められている）の推進
・経営の発展段階に応じた技術・経営改善支援 ほか

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 1 家族経営協定の普及啓発 1 家族経営協定の普及啓発

(1)市町村担い手育成総合支援協議会担当者等に (1)市町村担い手育成総合支援協議会担当者等に
よる地域での研修会の実施 よる地域での研修会の実施
・時期 平成25年５月～26年３月 ・時期 平成26年５月～27年３月
・場所 各地域 ・場所 各地域
・内容 認定農業者制度，共同申請，家族経 ・内容 認定農業者制度，共同申請，家族経

営協定等 営協定等

(2)地域振興局農政普及課等による啓発，締結支 (2)地域振興局農政普及課等による啓発，締結支
援活動の実施 援活動の実施

事業・取組名
(予算事業名) 普及運営事業（巡回指導事業） 所管課等 森林経営課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,197千円 H26 2,200千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 林業普及指導員及び林業専門普及指導員が，森林所有者の林業経営等を支援するため，計画的

に管内を巡回し，適切かつ効果的な普及指導活動を行う。

２ 概要
普及指導職員の計画的な管内巡回による，適切かつ効果的な普及指導活動
（指導活動を行うための旅費，需用費等の経費）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 普及指導活動 普及指導活動
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・普及対象者：森林所有者，林業研究グループ ・普及対象者：森林所有者，林業研究グループ
・実施時期 ：通年 ・実施時期 ：通年

特用林産物等の生産経営に関する指導を行う 特用林産物等の生産経営に関する指導など

事業・取組名
(予算事業名) 漁業生産の担い手育成確保事業【再掲】 所管課等 水産振興課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,306千円 H26 2,367千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 新規就業確保対策事業
目的，概要 ①目 的 意欲と能力のある新規漁業就業者の育成確保を図る。

②概 要 漁業就業者確保育成センターやUIターンフェア等において就業相談を実施するととも
に，UIターン者等の漁業就業希望者を対象に研修（ザ・漁師塾）を実施する。

③実施主体 県

２ 中核的漁業者育成確保事業
①目 的 効率的かつ安定的な沿岸漁業経営の促進を図るため，水産物の加工・販売等の活動を

行う漁村女性など，中核的な担い手グループの育成を図る。
②概 要 中核的な協業体の育成支援，活動実績発表大会の開催，漁業士の認定，低利用資源の

活用促進等。
③実施主体 県

３ 研修推進事業
①目 的 漁村女性を対象とした資質向上のための研修等を実施する。
②概 要 就業者研修，現地応用講座，コンサルタント派遣等を行う。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 新規就業確保対策事業 １ 新規就業者確保対策事業

○就業相談実績 １３４件（うち女性０件） ○漁業のPR，勧誘活動（漁業就業者確保育成セン
○研修受講者 ５１名（うち女性０名） ター等で実施）

○研修（ザ・漁師塾）の実施
２ 中核的漁業者育成確保事業

○活動実績発表大会６名（うち女性１名） ２ 中核的漁業者育成確保事業
○漁業士の認定 ７名（うち女性２名） ○水産物加工・販売等の企業的な活動を行う
○漁村女性活動グループ支援 １グループ グループの育成

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業
（経営発展等取組支援事業）

３ 研修推進事業 ３ 研修推進事業
○現地応用講座（２回） ○漁村女性を対象とした資質向上のための研修の
○コンサルタント派遣（４箇所） 実施

施策の概要 ③仕事と子育てや介護との両立のための制度等の普及，定着促進

具体的施策 広報誌等による仕事と生活の両立支援や育児・介護休業取得促進のための労働関係法令
や諸制度の普及

事業・取組名 労使関係近代化促進事業（広報誌「労働かごしま」の発行）
(予算事業名) 【再掲】 所管課等 雇用労政課

労働問題懇話会（労働セミナー）【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,167千円 H26 1,183千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 育児や介護による休業，短時間や短日数の勤務，テレワーク等，ライフスタイルに応じた多様な

働き方が，公正な処遇が確保された上で，主体的かつ柔軟に選択できる環境の整備に向けて普及啓
発に努める。育児休業制度や介護休業制度，その他仕事と子育てや介護の両立のための関係法令等
の周知を図り，事業所におけるそれらの関係制度の定着に努める。

２ 概要
広報誌「労働かごしま」の発行により，広く労使及び一般県民等に育児・介護休業法等関係法令

等の周知・啓発を図る。
また，労働セミナーについては，毎年テーマを設定し，県内３～５か所で実施している。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 広報誌「労働かごしま」の発行 広報誌「労働かごしま」の発行

○発行回数：年６回（隔月発行） ○発行回数：年６回（隔月発行）
○発行部数：１，８００部/隔月 ○発行部数：１，８００部/隔月
○主な配付先：県内事務所，市町村，その他関 ○主な配付先：県内事務所，市町村，その他関

係機関 係機関
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労働セミナー 労働セミナー
○講演テーマ ○講演テーマ：未定

「職場でのハラスメントをなくすために ○講師：未定
何ができるか」 ○開催：鹿児島市，薩摩川内市，奄美市（予定）

～職場で起こる数々のハラスメントは
適切な対応により，予防・解決が可能
です。組織全体で対応し，働きやすい
職場環境づくりをしましょう。～ 他

○講師：社会保険労務士
○開催：鹿屋市（10/29）,鹿児島市（11/1）

薩摩川内市（11/7）,霧島市（11/12）
奄美市（11/14）

具体的施策 育児・介護休業取得状況の調査と結果の公表

事業・取組名
(予算事業名) 労働条件実態調査事業【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 312千円 H26 315千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 育児や介護による休業，短時間や短日数の勤務，テレワーク等，ライフスタイルに応じた多様な

働き方が，公正な処遇が確保された上で，主体的かつ柔軟に選択できる環境の整備に向けて普及啓
発に努める。育児休業制度や介護休業制度，その他仕事と子育てや介護の両立のための関係法令等
の周知を図り，事業所におけるそれらの関係制度の定着に努める。

２ 概要
県内の常用労働者５人以上の１，０００事業所を対象に，労働者の労働条件に関する諸制度等に

ついて総合的に調査し，結果を報告書としてまとめて労使関係者等に資料として提供することで，
県内労働者の現状を明らかにし，労働条件改善等の啓発に資する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○調査対象地域 ○調査対象地域

鹿児島県全域 鹿児島県全域
○調査時点 ○調査時点

平成２５年９月３０日現在 平成２６年９月３０日現在
○調査の方法 ○調査の方法

郵送による配付，回収 郵送による配付，回収
【基本調査（毎年実施）】 【基本調査（毎年実施）】
・育児・介護休業制度 ・育児・介護休業制度
・次世代育成支援対策 ・次世代育成支援対策

施策の方向 (2)多様なライフスタイルに対応した子育てや介護の支援

施策の概要 ①多様化するニーズに対応した保育・介護サービスの充実

具体的施策 病院内保育施設の設置促進

事業・取組名 医療従事者確保対策事業（病院内保育所運営費補助事業）
(予算事業名) 【再掲】 所管課等 保健医療福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 86,440千円 H26 79,635千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 医療従事者の離職防止及び再就業を促進するために，病院内に保育施設を有する施設に対し，保

育所の運営費を助成する。

２ 概要
病院内に従事する職員のための保育施設を運営する施設に対し，運営費（保育士等の人件費）の

一部を助成する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 補助施設 ３９箇所 １ 補助施設 ３９箇所

２ 補助金額 ７０，２３５千円 ２ 補助金額 ７９，６０７千円
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具体的施策 保育所待機児童の解消

事業・取組名
(予算事業名) 安心こども基金総合対策事業（保育所緊急整備事業） 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 1,990,916千円 H26 3,102,860千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 安心して子どもを育てることができるような体制の整備を図る。

２ 概要
待機児童解消のための保育所の創設や老朽改築による保育環境整備などの保育所の施設整備に要

する費用の一部を補助する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 実施市町村数 １１（６） 実施市町村数 １６（８）

補助施設数 ２１（１１） 補助施設数 ６２（１１）

（ ）は繰越分内書 24→25 （ ）は繰越分内書 25→26

具体的施策 延長保育，休日保育，病児・病後児保育等の実施

事業・取組名
(予算事業名) 保育対策等促進事業 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 859,077千円 H26 940,336千円
(当初予算額) (中核市除く) (中核市除く)〔参考〕

事業・取組の １ 目的
目的，概要 子育てにおける負担の軽減や仕事と子育ての両立支援など，安心して子育てができる環境づくり

を総合的に推進する。

２ 概要
(1)休日保育事業
(2)延長保育促進事業
(3)病児・病後児保育事業
(4)待機児童解消促進等事業
(5)保育環境改善等事業（環境改善事業）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 (1)休日保育事業 14か所(11市町) (1)休日保育事業 16か所(12市町)

(2)延長保育促進事業 242か所(31市町) (2)延長保育促進事業 252か所(31市町)
(3)病児・病後児保育事業 16か所(14市町) (3)病児・病後児保育事業 20か所(17市町)
(4)待機児童解消促進事業 2か所( 1市町) (4)待機児童解消促進事業 6か所( 2市町)
(5)保育環境改善等事業 2か所( 2市町) (5)保育環境改善等事業 2か所( 1市町)

※中核市除く ※中核市除く

施策の概要 ②子育て支援拠点施設等の整備

具体的施策 地域子育て支援の拠点の設置促進

事業・取組名
(予算事業名) 保育緊急確保事業（地域子育て支援拠点事業） 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 (276,485千円) H26 194,483千円
(当初予算額) ( )〔参考〕 安心こども基金総合対策事業

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより，地域

の子育て支援機能の充実を図り，子育ての不安感等を緩和し，子どもの健やかな育ちを支援する。

２ 概要
(1) 基本事業

次のア～エの取組を基本事業として全て実施する。
ア 子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 イ 子育て等に関する相談，援助の実施
ウ 地域の子育て関連情報の提供 エ 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施(月1以上)

(2) 一般型
常設の地域子育て支援拠点を開設し，子育て家庭の親とその子どもを対象として(1)に掲げる基

本事業を実施するほか，地域の子育て拠点として地域の子育て支援活動の展開を図るための取組
や，地域の実情や利用者のニーズにより，公共施設等を活用した出張ひろばを実施する等の活動
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を行う。
(3) 連携型

効率的かつ効果的に地域の子育て支援のニーズに対応できるよう児童福祉施設等を実施する施
設において，(1)に掲げる基本事業を実施するほか，大学生等ボランティアの日常的な受入･養成
を行う地域の子育て力を高める取組を行う。

３ 実施主体
市町村(※ＮＰＯ法人，社会福祉法人，民間事業者等への委託も可)

４ 負担割合
国１／３，県１／３，市町村１／３

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ① 一般型 ６８施設（３３市町村） ① 一般型 ７７施設（３５市町村）

② 経過措置（小規模） ３施設（１市） ② 出張ひろば ４箇所（４市町村）
③ 地域機能強化型 ６施設（４市町） ③ 経過措置（小規模） ３施設（１市）

④ 連携型 １施設（１村）

具体的施策 児童館の整備促進

事業・取組名
(予算事業名) 児童健全育成対策事業（児童館整備費） 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 14,336千円 H26 37,379千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 児童館･児童センター及び児童クラブを創設，修繕することにより，児童に健全な遊びを与え，

幼児及び少年を集団的及び個別的に指導して児童の健康を増進し，情操を豊かにするなど，児童の
健全な育成を図る。

２ 概要
(1) 児童館･児童センターの大規模修繕
(2) 放課後児童クラブの創設等

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 放課後児童クラブ創設 １か所 １ 放課後児童クラブ創設 １か所

２ 放課後児童クラブ改築 １か所

３ 放課後児童クラブ拡張 １か所

具体的施策 放課後児童クラブの設置促進

事業・取組名
(予算事業名) 児童健全育成対策事業（放課後児童健全育成事業費） 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 533,809千円 H26 575,504千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 小学校に就学しているおおむね10歳未満の児童であって，その保護者が労働等により昼間家庭に

いない児童を対象に，授業の終了後に児童福祉施設等を利用して適切な遊び及び生活の場を与える
ことにより，その健全な育成を図る。

２ 概要
(1) 放課後児童の健康管理，情緒の安定の確保
(2) 放課後児童の安全確認，活動中及び来所・帰宅時の安全確保
(3) 放課後児童の活動状況の把握
(4) 遊びの活動への意欲と態度の形成
(5) 遊びを通しての自主性，社会性、創造性を培うこと
(6) 家庭との日常的な連絡，情報交換の実施
(7) 家庭や地域での遊びの環境づくりへの支援
(8) その他放課後児童の健全育成上必要な活動

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 実施市町村数 37市町村 １ 実施市町村数 39市町村

２ 実施か所数 316か所 ２ 実施か所数 344か所
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事業・取組名
(予算事業名) 児童健全育成対策事業（放課後児童クラブ施設整備費） 所管課等 青少年男女共同参画課

【再掲】 ※児童館整備費と同一

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 14,336千円 H26 37,379千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童を対象に遊びを主とする指導を行い，児童の健全育

成を図ることを目的に，放課後児童クラブの整備を行い，放課後児童健全育成の充実強化を図る。

２ 概要
(1) 放課後児童クラブの創設，改築，拡張，大規模修繕等

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 放課後児童クラブ創設 １か所 １ 放課後児童クラブ創設 １か所

２ 放課後児童クラブ改築 １か所

３ 放課後児童クラブ拡張 １か所

具体的施策 ファミリー・サポート・センターの設置促進

事業・取組名
(予算事業名) 仕事と家庭両立支援事業【再掲】 所管課等 雇用労政課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 62千円 H26 63千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 急な残業など，既存の保育では応じきれない変動的，変速的な需要に対応し，労働者が仕事と家

庭を両立し安心して働ける環境を整備するため，市町村におけるファミリー・サポート・センター
の設置を促進する。

２ 概要
国や市町村と連携を図りながら，ファミリー・サポート・センターの設置促進に努める。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ ファミリー・サポート・センター設置市町 １ 普及啓発リーフレットの作成

12市町（12か所） ・ リーフレット 5，000部
鹿児島市，和泊町，姶良市，薩摩川内市， ・ 市町村その他関係機関へ配布
鹿屋市，志布志市，霧島市，徳之島町， ２ 広報誌「労働かごしま」等における周知啓発
出水市,西之表市,枕崎市,いちき串木野市 ３ 未設置市町村への指導・助言

１ 普及啓発リーフレットの作成
・ リーフレット 5，000部
・ 市町村その他関係機関へ配布

２ 広報誌「労働かごしま」等における周知啓発
３ 未設置市町村への指導・助言

施策の概要 ③地域住民等の力を活用した子育て・介護環境の整備

具体的施策 子育てサークル等の取組の促進

事業・取組名
(予算事業名) 安心子育てサポートモデル事業 所管課等 青少年男女共同参画課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 20,934千円 H26 －千円
(当初予算額) (H25で事業廃止)〔参考〕

事業・取組の １ 目的
目的，概要 子育て支援に携わる地域での子育て支援拠点や，民間の子育てサークル活動を担う人材の育成を

行うとともに，地域の子育て支援組織の立ち上げ支援と子育て支援ネットワークの構築を行う。

２ 概要
「子育て支援専門員」，「地域子育て推進員」を新規に雇用し，それぞれ連携し，子育て支援体

制の整備を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 子育て支援プロデューサー養成講座の開催

なし。
２ 子育て支援ネットワーク連絡会の開催
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３ 子育て情報誌の発行

４ 子育て世帯等のニーズ把握のための調査

５ 子育て支援フォーラムの実施

具体的施策 要介護高齢者等の地域での介護環境，見守り・支え合い体制

事業・取組名
(予算事業名) 地域ケア・介護予防推進支援事業【再掲】 所管課等 介護福祉課

事 業 主 体 県，市町村 予 算 額 H25 546,599千円 H26 560,473千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 地域包括支援センター職員等研修事業
目的，概要 ①目 的 地域支援事業や予防給付の効果的かつ適切な実施を図るため，その業務に従事する

職員の資質向上を図る。
②概 要 地域包括支援センターの職員等に対し研修を行う。
③実施主体 県（研修は鹿児島県地域包括・在宅介護支援センター協議会に委託）

２ 地域支援事業
①目 的 要支援・要介護状態となることを予防するとともに，そのような状態となった場合

においても出来る限り地域において自立した生活を営むことが出来るよう支援する。
②概 要 介護保険法に定めるところにより，実施主体に対し交付金を交付する。
③実施主体 市町村

３ かごしま介護予防推進支援事業
①目 的 要介護認定率の高い要因の調査・分析など，地域の実情に応じた介護予防施策を支

援することにより,県全体の介護予防の推進を図る。
②概 要 要介護認定率の高い要因の調査等を行う介護予防事業検討会の開催,介護予防従事

者専門研修会の実施,県介護予防マニュアルの改訂等を行い,介護予防の推進を図る。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 地域包括支援センター職員等研修事業 １ 地域包括支援センター職員等研修事業

・地域包括支援センター職員研修 ・地域包括支援センター職員研修（予定）
Ｈ25年10月11日開催 Ｈ26年10月10日開催予定

２ 地域支援事業交付金の交付 ２ 地域支援事業交付金の交付
43市町村 515,932千円（概算額） 43市町村 555,695千円（当初予算）

３ かごしま介護予防推進支援事業 ３ かごしま介護予防推進支援事業
・介護予防検討会の設置及び運営(３回) ・介護予防事業検討会の開催：３回

(①:H25年10月11日,②:H25年5月23日， ・介護予防従事者専門研修会（３会場）
③:H26年3月19日) ・市町村介護予防従事者専門研修会

・介護予防従事者専門研修会の開催 ・介護予防マニュアル改訂版の普及啓発，実施
・鹿児島会場：H26年2月18日～19日(473名) 状況調査及び評価
・大島会場 ：H26年3月11日～12日(96名) ・各専門部会の実施
・市町村介護予防従事者専門研修会

H26年2月27日 (96名)
・介護予防事業評価等の推進

・介護予防関連事業評価の見直し及び介護
予防マニュアルの改訂

施策の概要 ④子育て・介護のための生活環境の整備

具体的施策 公共施設のバリアフリー化の推進

事業・取組名
(予算事業名) 福祉のまちづくり推進事業【再掲】 所管課等 障害福祉課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 4,733千円 H26 5,096千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 「福祉のまちづくり条例」に基づき，公共的施設のバリアフリー化に係る条例事務を行うととも

に，業者，県民等への広報啓発等を実施することにより，福祉のまちづくりを推進する。

２ 概要
・条例事務の指導等
・福祉のまちづくり広報誌の作成
・バリアフリー研修会の開催
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事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 条例に基づく指導，助言 １ 条例に基づく指導，助言

２ 福祉のまちづくり広報誌発行 ２ 福祉のまちづくり広報誌発行
年 ２回 10,000部 （5,000部×２） 年 ２回 10,000部 （5,000部×２）

３ バリアフリー研修会 ３ バリアフリー研修会
年 １回実施 年 １回実施

具体的施策 安全な道路交通環境の整備

事業・取組名
(予算事業名) 特定交通安全施設整備事業 所管課等 道路維持課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 893,073千円 H26 1,880,480千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 高齢者や障がい者を含むすべての人々が，安全に安心して走行できる道路空間を確保するため，

道路交通環境を整備する。

２ 概要
安全な道路交通環境の確保のため，歩道設置や交差点の改善を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 歩道整備 １３箇所 歩道整備 １４箇所

交差点改良 ３箇所 交差点改良 ７箇所
その他 ８箇所 その他 ８箇所

以上の内容を実施した。 以上の内容を実施予定。

具体的施策 公園の整備

事業・取組名
(予算事業名) 公園整備事業 所管課等 都市計画課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 200,000千円 H26 221,300千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 県民のレクリエーション活動や自然とのふれあいなど，多様なニーズに対応するため，都市公園

の整備を行う。

２ 概要
都市公園の整備

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 北薩広域公園の整備（テーマゾーンの整備） 北薩広域公園の整備（テーマゾーンの整備）
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重点目標 ９ 男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進

施策の方向 (1)地域における男女共同参画推進の基盤づくり

施策の概要 ①鹿児島県男女共同参画センターの機能の充実

具体的施策 職員の育成を図る研修機会の確保と体制整備

事業・取組名 男女共同参画連絡調整事業
(予算事業名) （職員の育成を図る研修機会の確保と体制整備） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,013千円 H26 1,013千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画センターが，地域における男女共同参画推進の拠点として地域や県民のニーズを反

映させるために機能の充実を図る。

２ 概要
・内閣府が実施する男女共同参画関連の研修会への参加
・県内外の各種研修会等への参加

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況

具体的施策 男女共同参画センターサポーターの養成及び活動展開

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （男女共同参画センターサポーターの養成及び活動展開） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画センターが実施する事業に協力し参加するボランティアを育成し，センター事業

を活性化すると共に，地域や社会における活動を支援することで男女共同参画の意識啓発を推進
する。

２ 概要
・男女共同参画基礎講座等を受講後，サポーター養成講座の受講者を登録
・男女共同参画センターが実施するセミナー等の事業の企画，設営，受付等の協力
・男女共同参画サロンの展示，図書整理等の協力
・サポーターの自主活動への支援

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ センターサポーターの活動 ○ センターサポーターの活動

・ 事業運営サポーター（２人） ・ 事業運営及び情報サポーター（２人）
活動回数：延べ１０回（定例会含む） ・ 定例会：６回

講座等の補助，啓発資料作成等 ・ 講座等の補助：基礎講座，週間事業 ほか
・ 情報サポーター（１人）

活動回数：なし ○ 託児サポーターの活動
・ 登録人数：１０人

〇男女共同参画基礎講座
H25.6/15,22,7/6,13

〇男女共同参画に関する基礎研修
H25.5.23～24 内閣府中央合同庁舎

〇男性に対する相談体制整備に関する研修会
H25.9.10 大阪府立男女共同参画・青少年セ

ンター
〇女性に対する暴力被害者支援のための官官

・官民連携促進ワークショップ
H25.8.1 大阪府立男女共同参画・青少年セ

ンター
〇九州・沖縄男女共同参画センター等会議

H25.9.24～25 熊本県男女共同参画ｾﾝﾀｰ

〇ワーク・ライフ・バランスシンポジウム
「中小企業の経営をﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの観点か

ら考える」
H25.11.26～27 大阪府中小企業家同友会

〇男女共同参画基礎講座
H26.6/7,14,28,7/5

〇男女共同参画に関する基礎研修
H26.5.29～30 内閣府中央合同庁舎

〇九州・沖縄男女共同参画センター等会議

〇女性に対する暴力被害者支援のための官官
・官民連携促進ワークショップ

H26.8.7～8 大阪府立男女共同参画・青少年セ
ンター
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○ 託児サポーターの活動 ・ 活動の見込まれる講座等
・ 登録人数：13人（うち活動人数：７人） 基礎講座，週間事業，女性向けセミナー等

活動回数：延べ２１回
基礎講座，週間事業 ほか

具体的施策 ＮＰＯとの連携・協働による事業展開

事業・取組名
(予算事業名) ＮＰＯ共生・協働・かごしま推進事業 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,850千円 H26 2,040千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域づくりに取り組むＮＰＯ等団体と協働で，男女共同参画の視点を立てた地域課題の解決のた

めの実践活動を促進する。

２ 概要
NPO等団体の地域づくりに向けた活動への支援

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業

１実施団体 １実施団体
(特活) 隣の会 南九州市岡村自治会

２事業名 ２事業名
「一人ひとりの人権が尊重され，障害者・ひと そよ風事業
り親等誰もが安心して暮らしていける地域コ ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～
ミュニティづくりのための基盤づくり」事業

３事業機関
３事業期間 H26.7.1～ H27.3.20

H25.6.25～ H26.3.20
４内容

４内容 課題を抱えた高齢者や障害者，その家族等の
地域コミュニティづくりのための基盤づくり 孤立を防ぎ，誰もが地域で繋がりながら安心し

として，一人ひとりの人権の尊重を基盤とする て暮らせるよう，地域自治会と福祉団体が協働
男女共同参画の視点を踏まえて下記の内容を行 して，性別や年齢，障害の有無に関係なく一体
う。 的に支え合う地域社会づくりを行う。
(1)コミュニティサロン(にじいろ喫茶)の創出 ・実行委員会（定例会）の開催

と運営 ・住民説明会の開催
(2)ワークショップ等 ・高齢者や障害者を理解する学習会の開催

・地域コミュニティにおけるダイバーシ ・まち歩き（高齢者と子どもの交流）の開催
ティ教育 ・徘徊模擬訓練の実施

・アドバイザーによる地域コミュニティづ ・事業活動の発表・記念講演会の開催
くり研修 ・協働通信の発行

･担い手育成ワークショップ ・子どもたちとの手作りブログの作成
･先進地視察(南九州市頴娃町馬渡地区『だ
んだん』)

・障害者の自尊感情回復のためのお菓子作り
ワークショップ&中学生の職場体験

・障害者サボ-ター入門
・事業所向け障害者・ひとり親雇用啓発のた

めの講演会

具体的施策 男女共同参画審議会，協働・連携団体意見交換会，男女共同参画に関する県の施策に対
する申出処理制度等の活用による県民のニーズを反映した運営

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画推進事業（男女共同参画審議会） 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 305千円 H26 306千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 民間団体との連携，協働等による事業実施や意見交換，地域・県民のニーズの反映等により，地

域における男女共同参画推進の拠点である男女共同参画センターの機能の充実を図る。

２ 概要
県男女共同参画センターの機能の充実を図るため，男女共同参画審議会や，申出処理制度により

出された意見等を施策等に反映させる。

-243-



事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・県男女共同参画審議会の開催 H26.1.16 ・県男女共同参画審議会の開催 H26.9.1

・県男女共同参画基本計画総括評価部会の開催 ・男女共同参画に関する県の施策に対する申出処理
H25.12.18 制度をＨＰに掲載

・男女共同参画に関する県の施策に対する申出
処理制度をＨＰに掲載
（平成25年度は申出なし）

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （協働・連携団体意見交換会，民間団体等の協働） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 民間団体との協働等による事業実施や意見交換，県民のニーズの反映により，鹿児島県男女

共同参画センターの事業内容の充実を図る。

２ 概要
・協力活動団体の登録，情報交換会の開催
・民間団体等とのセンター事業の協働実施

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 協働・連携団体との意見交換会の開催 １ 協働・連携団体との意見交換会の開催

・ 期 日：３月１２日 ・ 期 日：
・ 参加団体：２２団体 ・ 参加団体：

２ 民間団体とのセンター事業の協働実施 ２ 民間団体とのセンター事業の協働実施
男女共同参画週間事業，女性のエンパワメ 男女共同参画週間事業，女性のエンパワメント

ントセミナー，デートＤＶ防止セミナー，高 セミナー，デートＤＶ防止セミナー，高校 生の
校生のためのピアサポーター養成講座，若者 ためのピアサポーター養成講座，若者を 対象と
を対象とした相談窓口の開設 した相談窓口の開設

施策の概要 ②男女共同参画の推進役となる人材の育成・支援

具体的施策 男女共同参画地域推進員の育成及び活動の支援

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画社会促進事業（男女共同参画地域推進制度） 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域で男女共同参画を推進する人材を育成し，その活躍を支援することにより男女共同参画を推

進する基盤づくりを進める。

２ 概要
男女共同参画地域推進員を委嘱し，地域での男女共同参画に関する普及・啓発や関連施策の情報

提供等を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 県男女共同参画地域推進員委嘱式及び連絡 １ 県男女共同参画地域推進員委嘱式及び連絡会議

会議の開催 の開催
(1) 日 時 平成26年２月15日 (1) 日 時 平成27年２月８日
(2) 場 所 かごしま県民交流センター (2) 場 所 かごしま県民交流センター
(3) 委嘱者 １０名（新規） (3) 委嘱者 １６名（新規）
(4) 内 容 委嘱式，連絡会議 (4) 内 容 委嘱式，連絡会議
(5) 出席者 県男女共同参画地域推進員 46名 (5) 出席者 県男女共同参画地域推進員 57名

関係市町村担当者 23名 関係市町村担当者 25名
県男女共同参画地域推進員 県男女共同参画地域推進員
（平成26年３月31日現在）：27市町 78人 （平成27年３月31日現在）：28市町 82人

具体的施策 男女共同参画に関する講座の開催による人材育成

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画社会促進事業（人材育成のための講座の開催） 所管課等 男女共同参画センター
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事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画を地域で推進する人材を育成し，活動を支援することで地域における男女共同参

画を推進する。

２ 概要
・男女共同参画の推進に資する各種講座等の開催
・各種資料や情報の提供

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座

回 日 時 講 座 内 容 回 日 時 講 座 内 容
・第2次鹿児島県男女共同参 ・データに見る男女共同参画

１ 画基本計画について １ の状況～男女共同参画社会
6/15（土） 6/7（土） の実現によりめざす社会の

・「男女共同参画」の概念 現状～
・「男女共同参画」の概念

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/22（土） ～性別にかかわりなく自分 ２ 6/14（土） ～性別にかかわりなく自分

らしく生きるために～ らしく生きるために～
・「わたし」を振り返る ・「わたし」を振り返る

３ 7/6（土） ～男女共同参画の学びと ３ 6/28（土） ～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確 「わたし」との出会いを確
認する～ 認する～

４ 7/13（土） ・地域づくりと男女共同参画 ４ 7/5（土） ・地域づくりと男女共同参画

※オプションプログラムを7/6,7/13に実施 ※オプションプログラムを6/28,7/5に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ４１７人

２ 男女共同参画地域協働推進講座 ２ 男女共同参画地域協働推進講座
地 区 月 日 講 座 内 容

地 区 月 日 講 座 内 容 ・男女共同参画社会の基本的
・男女共同参画社会の基本 与論 12/6( ) な考え方土

台風接近 的な考え方 12/7( ) ・「わたし」を振り返る日
与 論 のため中 ・「わたし」を振り返る ～男女共同参画の学びと

止 ～男女共同参画の学びと 「わたし」との出会いを確
「わたし」との出会いを 認する～
確認する～ ・地域づくりと男女共同参画

西之表 1/11(土) ・地域づくりと男女共同参
1/12(日) 画 ・男女共同参画社会の基本的

伊佐 1/11(土) な考え方
1/18(土) ・データに見る男女共同参画

の状況
・受講者：延べ５７人 ・男女共同参画と人権

・地域づくりと男女共同参画
・「男女共同参画と人権」を

めぐる具体的な諸問題
・「わたし」を振り返る

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確
認する～

具体的施策 男女共同参画センター登録団体の活動支援

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （男女共同参画センター登録団体の活動支援） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画を推進する民間団体等と連携・協働して，男女共同参画の視点を立てた地域課題

解決型の実践活動を促進することで，地域における男女共同参画を推進する。

２ 概要
・協力活動団体の登録，情報交換会の開催
・民間団体等とのセンター事業の協働実施

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
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具体的実施状
況

施策の概要 ③市町村やＮＰＯ等との連携，協働

具体的施策 市町村における男女共同参画の取組支援

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画連絡調整事業 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,013千円 H26 1,013千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画社会の形成に向けては，県民の最も身近な行政機関である市町村の取組が極めて重

要なことから，市町村の男女共同参画の取組を支援し，市町村における男女共同参画の推進体制の
整備を促進する。

２ 概要
市町村における，男女共同参画社会の形成促進に向けた「男女共同参画基本計画」策定のための

支援や，研修会等を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・県・市町村男女共同参画行政担当者研修会の ・県・市町村男女共同参画行政担当者研修会の開催

開催 H25.5.22 96人 H26.5.21 78人
・市町村における「男女共同参画基本計画」の ・市町村における「男女共同参画基本計画」の策定

策定支援 支援
・マニュアルの提供，助言等

具体的施策 ＮＰＯ等との協働による広報・啓発活動の実施

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （協働・連携団体との意見交換会，民間団体との協働） 所管課等 男女共同参画センター

【再掲】

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画を推進する民間団体や市町村と連携・協働して，男女共同参画に関する意識啓発

に取り組むことで，地域における男女共同参画の推進を図る。

２ 概要
・協力活動団体の登録，情報交換会の開催
・民間団体等とのセンター事業の協働実施
・市町村や登録団体への資料や情報の提供

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 協働・連携団体との意見交換会の開催 １ 協働・連携団体との意見交換会の開催

・ 期 日：３月１２日 ・ 期 日
・ 参加団体：２２団体 ・ 参加団体

２ 民間団体とのセンター事業の協働実施 ２ 民間団体とのセンター事業の協働実施
男女共同参画週間事業，女性のエンパワメ 男女共同参画週間事業，女性のエンパワメント

ントセミナー，デートＤＶ防止セミナー，高 セミナー，デートＤＶ防止セミナー，高校生のた
校生のためのピアサポーター養成講座，若者 めのピアサポーター養成講座，若者を対象とした
を対象とした相談窓口の開設 相談窓口の開設

３ 民間団体，男女共同参画地域推進員等の活 ３ 民間団体，男女共同参画地域推進員等の活動支

１ 協働・連携団体との意見交換会の開催
・ 期 日
・ 参加団体

２ 民間団体とのセンター事業の協働実施
男女共同参画週間事業，女性のエンパワメン
トセミナー，デートＤＶ防止セミナー，高校
生のためのピアサポーター養成講座，若者を
対象とした相談 窓口の開設

３ 民間団体，男女共同参画地域推進員等の
活動支援
・啓発用パネル，ビデオの貸出 等
・連携事業の実施

１ 協働・連携団体との意見交換会の開催
・ 期 日：３月１２日
・ 参加団体：２２団体

２ 民間団体とのセンター事業の協働実施
男女共同参画週間事業，女性のエンパワメ
ントセミナー，デートＤＶ防止セミナー，
高校生のためのピアサポーター養成講座，
若者を対象とした相談窓口の開設

３ 民間団体，男女共同参画地域推進員等の
活動支援

・啓発用パネル，ビデオの貸出 等
・連携事業の実施 ３団体
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動支援 援
・啓発用パネル，ビデオの貸出等 ・啓発用パネル，ビデオの貸出等
・連携事業の実施 ・連携事業の実施
・センターだよりや資料等の提供 ・センターだよりや資料等の提供

事業・取組名 配偶者等からの暴力対策推進事業
(予算事業名) （女性に対する暴力防止キャンペーン）【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,281千円 H26 2,285千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＤＶ等女性に対する暴力の問題について，正しい理解の浸透を図り，その防止と被害者支援の取

組を地域で促進する。

２ 概要
・ＮＰＯ等団体との協働による啓発活動の実施
・啓発用資料等の貸し出し，情報提供

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ ＤＶ防止街頭キャンペーン １ ＤＶ防止街頭キャンペーン

２ ＮＰＯ等民間団体等の活動支援 ２ ＮＰＯ等民間団体等の活動支援
・啓発用パネル，ビデオの貸出 ・啓発用パネル，ビデオの貸出

具体的施策 男女共同参画の視点に立った住民との協働の促進

事業・取組名
(予算事業名) ＮＰＯ共生・協働・かごしま推進事業 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,850千円 H26 2,040千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ・男女共同参画の視点を持って地域の様々な分野で活動する人材の育成

・男女共同参画の視点を立てて地域課題の解決に取り組む実践活動を促進

２ 概要
・地域課題解決に向けた地域づくり事業への支援
・人材育成事業及び普及啓発事業の実施

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業

１実施団体 １実施団体
(特活) 隣の会 南九州市岡村自治会

２事業名 ２事業名
「一人ひとりの人権が尊重され，障害者・ひと そよ風事業
り親等誰もが安心して暮らしていける地域コ ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～
ミュニティづくりのための基盤づくり」事業

３事業機関
３事業期間 H26.7.1～ H27.3.20

H25.6.25～ H26.3.20
４内容

４内容 課題を抱えた高齢者や障害者，その家族等の
地域コミュニティづくりのための基盤づくり 孤立を防ぎ，誰もが地域で繋がりながら安心し

として，一人ひとりの人権の尊重を基盤とする て暮らせるよう，地域自治会と福祉団体が協働
男女共同参画の視点を踏まえて下記の内容を行 して，性別や年齢，障害の有無に関係なく一体
う。 的に支え合う地域社会づくりを行う。
(1)コミュニティサロン(にじいろ喫茶)の創出 ・実行委員会（定例会）の開催

と運営 ・住民説明会の開催
(2)ワークショップ等 ・高齢者や障害者を理解する学習会の開催

・地域コミュニティにおけるダイバーシ ・まち歩き（高齢者と子どもの交流）の開催
ティ教育 ・徘徊模擬訓練の実施

・アドバイザーによる地域コミュニティづ ・事業活動の発表・記念講演会の開催
くり研修 ・協働通信の発行

･担い手育成ワークショップ ・子どもたちとの手作りブログの作成
･先進地視察(南九州市頴娃町馬渡地区『だ
んだん』)

・障害者の自尊感情回復のためのお菓子作り
ワークショップ&中学生の職場体験
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・障害者サボ-ター入門
・事業所向け障害者・ひとり親雇用啓発のた

めの講演会

具体的施策 ＮＰＯ等との協働による県事業の取組促進

事業・取組名
(予算事業名) ＮＰＯ共生・協働・かごしま推進事業 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 15,500千円 H26 15,321千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 県とＮＰＯ等による協働事業を推進する。

２ 概要
地域課題の解決に向けて，県の示したテーマについて，ＮＰＯ等から企画提案のあった事業を，

県とＮＰＯ等が協働で実施

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 地域課題解決に向けてＮＰＯ等から企画提案 地域の課題解決に向けてＮＰＯ等から企画提案の

のあった中から，7事業について県と提案者が協 あった事業を，県と提案者が協働して取り組む。
働で実施した。

その中で，取組テーマ「男女共同参画の視点
に立った地域づくり活動の推進」について，Ｎ
ＰＯ法人隣の会から企画提案のあった「一人ひ
とりの人権が尊重され，障害者・ひとり親等誰
もが安心して暮らしていける地域コミュニティ
づくりのための基盤づくり事業」も実施

具体的施策 自治会・ＮＰＯ等が実施する地域コミュニティの機能を高めるモデル事業に対する支援

事業・取組名
(予算事業名) 協働の担い手支援事業（地域協働の仕組みづくり促進事業） 所管課等 共生・協働推進課

自治会，ボランティア団
事 業 主 体 体，ＮＰＯ法人等の非営利 予 算 額 H25 10,000千円 H26 （事業終了）

団体 (当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 協働による地域コミュニティ活動の活性化

２ 概要
地域の自治会，ボランティア団体，ＮＰＯ法人，その他の非営利団体が実施する地域コミュニ

ティの機能を高める先駆性・モデル性のある事業に対する助成

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ① 助成額 ：事業費の１/２または２/３以内 多様な主体の協働事業（多様な主体の協働モデル創

補助金額1,000千円を上限 出事業）へ組み替えて実施
② 助成団体：ＮＰＯ，自治会など11団体

事業・取組名 多様な主体の協働促進事業
(予算事業名) （多様な主体の協働モデル創出事業） 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 各種団体 予 算 額 H25 H26 3,544千円
(当初予算額) H26新規

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＮＰＯ，地域コミュニティ組織，大学，企業等の多様な主体が協働して地域課題の解決を図る取

組を促進する。

２ 概要
地域課題の解決のために多様な主体が協働して取り組む先進性・先駆性のある事業への助成

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 （H26新規） ① 助成額 ：事業費の２/３以内

助成金額1,000千円を上限
② 助成団体：ＮＰＯ，自治会，企業等
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事業・取組名 共生・協働の地域コミュニティづくり推進事業
(予算事業名) （地域コミュニティ重点推進モデル事業） 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 H26 7,006千円
(当初予算額) H26新規

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域コミュニティの活性化と地域自治の実現を目指し，地域の住民，団体，行政が連携・協力し

て「共生・協働型地域コミュニティづくり」を進める。

２ 概要
地区，市町村，地域振興局・支庁が協働で，地域の実情を踏まえた必要な基盤（住民意識，仕組

み，環境，体制等）づくりを行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 （H26新規） ① 実施地区：３～４市町村，各1地区

② 内 容：セミナーやワークショップの開
催，住民意識調査 等

具体的施策 ＮＰＯ等を支援する県共生・協働センターの機能充実

事業・取組名 ＮＰＯ等活動促進事業
(予算事業名) （共生・協働センター運営事業，活動支援事業） 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 6,217千円 H26 6,404千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＮＰＯや県民による共生・協働の地域社会づくりの促進

２ 概要
共生・協働センターにおける情報提供，活動スペースの提供，相談対応
県内外のＮＰＯの先進的な事例紹介や，スキルアップ等のための講座開催

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 共生・協働センター運営事業 共生・協働センターによるNPO等の活動支援

① 利用者数 11,620人 ・ ＮＰＯ法人等からの相談対応
② 利用団体数 5,882団体 ・ 会議スペース及び印刷機等の提供

（ＮＰＯ法人，ボランティア，自治会な ・ 情報収集・提供
ど） ・ ＮＰＯの理解や参加促進のための講座開催

③ 相談等件数 6,616件
④ 相談内容

・ ＮＰＯ法人に関する相談
・ ミーティング・作業
・ 協働に関する相談
・ 情報収集 など

２ 活動支援事業
① ＮＰＯ実践講座の開催 参加者数：186名

事業・取組名
(予算事業名) ＮＰＯ等運営相談・体質強化事業 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 8,894千円 H26 8,911千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＮＰＯ等の経営基盤の強化を図る。

２ 概要
ＮＰＯ法人からの税務・会計，労務管理等に関する相談に専門家が対応する相談会の実施や，Ｎ

ＰＯ法人等が組織管理，資金調達などの知識やスキルを習得する講座を開催する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ ＮＰＯ等運営相談事業 １ ＮＰＯ等運営相談事業

① 運営等に関する相談窓口の設置 ① 運営等に関する相談窓口の設置
場所：共生・協働センター 場所：共生・協働センター
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日時：毎週火曜日13:00～17:00 日時：毎週火曜日13:00～17:00
開催回数：54回

２ ＮＰＯ等体質強化事業
２ ＮＰＯ等体質強化事業 ① 知識やスキルを習得する講座の開催

① 知識やスキルを習得する講座の開催 場所：県内延べ10会場
場所：県内延べ10会場 内容：各会場５回ずつの講座開催
内容：各会場５回ずつの講座開催

具体的施策 ＮＰＯ法人等の経営基盤の安定･強化に必要な資金の支援

事業・取組名
(予算事業名) かごしま共生・協働サポート融資 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,700千円 H26 1,700千円
(当初予算額) (債務負担行為額） (債務負担行為額）

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＮＰＯ法人等への必要な資金の融資を促進する。

２ 概要
ＮＰＯ法人に融資を行う金融機関に対して債務保証の機関の損失を補償する。
・ 融 資 対 象：県内ＮＰＯ法人及び法人格を有する自治会
・ 融資限度額：つなぎ資金1,000万円，運転資金200万円
・ 資 金 使 途：つなぎ資金，運転資金
・ 融 資 期 間：つなぎ資金２年以内，運転資金5年以内
・ 利 率：年2.0％（固定金利：別途 保証料0.5％）
・ 募 集 方 法：随時
・ 債務負担行為限度額：1,700千円

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 実績なし ・申請案件の審査

・必要に応じた債務保証

施策の方向 (2)男女共同参画の視点に立った地域コミュニティ活動等様々な地域づくり活動の促進

施策の概要 ①地域づくり活動における男女共同参画の視点の導入と女性の参画拡大

具体的施策 男女共同参画の視点に立った地域づくりについての学習機会の提供

事業・取組名
(予算事業名) 男女共同参画社会促進事業（地域推進員フォローアップ研修） 所管課等 男女共同参画室

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,953千円 H26 2,992千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域で男女共同参画を推進する男女共同参画地域推進員に対し，男女共同参画の視点に立った地

域づくりについて研修会等を実施し，性別や年齢で役割を固定することなく，それぞれの個性と能
力が発揮できる地域づくりを推進する。

２ 概要
男女共同参画地域推進員相互の情報交換や地域推進員と市町村・県との連携を図るため連絡会議

を開催する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ・鹿児島県男女共同参画地域推進員等連絡会議 鹿児島県男女共同参画地域推進員等連絡会議

H26.2.15 県男女共同参画地域推進員 46名 H27.2.8 県男女共同参画地域推進員 57名
関係市町村担当者 23名 関係市町村担当者 25名

（内容） （内容）
・講話及びワークショップ ・ワークショップ
・活動報告及び意見交換 ・制度説明及びセンター事業説明

※年２回の開催だが，平成25年度は各地域で ※年２回の開催だが，８月は台風のため中止
開催したリレーセミナーを１回とする。

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （男女共同参画基礎講座，男女共同参画地域協働推進講座） 所管課等 男女共同参画センター
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事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画の視点に立った地域づくり活動を推進するため，男女共同参画に関する理解促進や

地域課題の解決に向けた活動を行う人材を育成する。

２ 概要
かごしま県民交流センターや県内各地区において，男女共同参画の推進に資する講座等を開催す

る。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座

回 日 時 講 座 内 容 回 日 時 講 座 内 容
・第2次鹿児島県男女共同参 ・データに見る男女共同参画

１ 画基本計画について １ の状況～男女共同参画社会
6/15（土） 6/7（土） の実現によりめざす社会の

・「男女共同参画」の概念 現状～
・「男女共同参画」の概念

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/22（土） ～性別にかかわりなく自分 ２ 6/14（土） ～性別にかかわりなく自分

らしく生きるために～ らしく生きるために～
・「わたし」を振り返る ・「わたし」を振り返る

３ 7/6（土） ～男女共同参画の学びと ３ 6/28（土） ～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確 「わたし」との出会いを確
認する～ 認する～

４ 7/13（土） ・地域づくりと男女共同参画 ４ 7/5（土） ・地域づくりと男女共同参画

※オプションプログラムを7/6,7/13に実施 ※オプションプログラムを6/28,7/5に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ４１７人

２ 男女共同参画地域協働推進講座
２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 月 日 講 座 内 容
地 区 月 日 講 座 内 容 ・男女共同参画社会の基本的

・男女共同参画社会の基本 与論 12/6( ) な考え方土
台風接近 的な考え方 12/7( ) ・「わたし」を振り返る日

与 論 のため中 ・「わたし」を振り返る ～男女共同参画の学びと
止 ～男女共同参画の学びと 「わたし」との出会いを確

「わたし」との出会いを 認する～
確認する～ ・地域づくりと男女共同参画

西之表 1/11(土) ・地域づくりと男女共同参
1/12(日) 画 ・男女共同参画社会の基本的

伊佐 1/11(土) な考え方
1/18(土) ・データに見る男女共同参画

の状況
・受講者：延べ５７人 ・男女共同参画と人権

・地域づくりと男女共同参画
・「男女共同参画と人権」を

めぐる具体的な諸問題
・「わたし」を振り返る

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確
認する～

Ｈ

具体的施策 男女共同参画地域推進員やＮＰＯ等による地域課題解決のための実践活動の促進

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業（男女共同参画基礎講座，男女共同
(予算事業名) 参画地域協働推進講座）【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額) 2,850千円 2,004千円

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ・男女共同参画の視点を持って地域の様々な分野で活動する人材の育成

・男女共同参画の視点を立てて地域課題の解決に取り組む実践活動を促進

２ 概要
・人材育成事業及び普及啓発事業の実施
・地域課題解決に向けた地域づくり事業への支援

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
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況 １ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座
回 日 時 講 座 内 容 回 日 時 講 座 内 容

・第2次鹿児島県男女共同参 ・データに見る男女共同参画
１ 画基本計画について １ の状況～男女共同参画社会

6/15（土） 6/7（土） の実現によりめざす社会の
・「男女共同参画」の概念 現状～

・「男女共同参画」の概念
・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権

２ 6/22（土） ～性別にかかわりなく自分 ２ 6/14（土） ～性別にかかわりなく自分
らしく生きるために～ らしく生きるために～

・「わたし」を振り返る ・「わたし」を振り返る
３ 7/6（土） ～男女共同参画の学びと ３ 6/28（土） ～男女共同参画の学びと

「わたし」との出会いを確 「わたし」との出会いを確
認する～ 認する～

４ 7/13（土） ・地域づくりと男女共同参画 ４ 7/5（土） ・地域づくりと男女共同参画

※オプションプログラムを7/6,7/13に実施 ※オプションプログラムを6/28,7/5に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ４１７人

２ 男女共同参画地域協働推進講座
２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 月 日 講 座 内 容
地 区 月 日 講 座 内 容 ・男女共同参画社会の基本的

・男女共同参画社会の基本 与論 12/6( ) な考え方土
台風接近 的な考え方 12/7( ) ・「わたし」を振り返る日

与 論 のため中 ・「わたし」を振り返る ～男女共同参画の学びと
止 ～男女共同参画の学びと 「わたし」との出会いを確

「わたし」との出会いを 認する～
確認する～ ・地域づくりと男女共同参画

西之表 1/11(土) ・地域づくりと男女共同参
1/12(日) 画 ・男女共同参画社会の基本的

伊佐 1/11(土) な考え方
1/18(土) ・データに見る男女共同参画

の状況
・受講者：延べ５７人 ・男女共同参画と人権

・地域づくりと男女共同参画
・「男女共同参画と人権」を

めぐる具体的な諸問題
・「わたし」を振り返る

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確
認する～

事業・取組名
(予算事業名) ＮＰＯ共生・協働・かごしま推進事業【再掲】 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,850千円 H26 2,040千円
(当初予算額)

事業・取組の １目的
目的，概要 地域づくりに取り組むＮＰＯ等団体と協働で，男女共同参画の視点を立てた地域課題の解決

のための実践活動を促進する。

２概要
NPO等団体の地域づくりに向けた活動への支援

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業 ○ NPO共生・協働・かごしま推進事業

１実施団体 １実施団体
(特活) 隣の会 南九州市岡村自治会

２事業名 ２事業名
「一人ひとりの人権が尊重され，障害者・ひと そよ風事業
り親等誰もが安心して暮らしていける地域コ ～誰もが安心して暮らせる地域づくり～
ミュニティづくりのための基盤づくり」事業

３事業機関
３事業期間 H26.7.1～ H27.3.20

H25.6.25～ H26.3.20
４内容

４内容 課題を抱えた高齢者や障害者，その家族等の
地域コミュニティづくりのための基盤づくり 孤立を防ぎ，誰もが地域で繋がりながら安心し

として，一人ひとりの人権の尊重を基盤とする て暮らせるよう，地域自治会と福祉団体が協働
男女共同参画の視点を踏まえて下記の内容を行 して，性別や年齢，障害の有無に関係なく一体
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う。 的に支え合う地域社会づくりを行う。
(1)コミュニティサロン(にじいろ喫茶)の創出 ・実行委員会（定例会）の開催

と運営 ・住民説明会の開催
(2)ワークショップ等 ・高齢者や障害者を理解する学習会の開催

・地域コミュニティにおけるダイバーシ ・まち歩き（高齢者と子どもの交流）の開催
ティ教育 ・徘徊模擬訓練の実施

・アドバイザーによる地域コミュニティづ ・事業活動の発表・記念講演会の開催
くり研修 ・協働通信の発行

･担い手育成ワークショップ ・子どもたちとの手作りブログの作成
･先進地視察(南九州市頴娃町馬渡地区『だ
んだん』)

・障害者の自尊感情回復のためのお菓子作り
ワークショップ&中学生の職場体験

・障害者サボ-ター入門
・事業所向け障害者・ひとり親雇用啓発のた

めの講演会

事業・取組名
(予算事業名) 多様な主体の協働促進事業（情報発信・交流促進事業） 所管課等 共生・協働推進課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 H26 3,617千円
(当初予算額) H26新規

事業・取組の １ 目的
目的，概要 ＮＰＯ，地域コミュニティ組織，大学，企業等の多様な主体が情報共有を図り，協働して地域課

題の解決を図る取組を促進する。

２ 概要
共生・協働の理念普及，ＮＰＯ等の多様な主体の社会貢献活動の情報発信と交流等の実施。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 （Ｈ26新規） ①実施地区：鹿児島を含む３ヶ所

②内 容：・理念普及
・活動の情報発信
・多様な主体の情報・知識の共有化
・交流・協働の場づくり

具体的施策 地域コミュニティ活動における方針決定過程への女性の参画拡大と多様な主体の参画促
進

事業・取組名 男女共同参画社会促進事業
(予算事業名) （男女共同参画基礎講座，男女共同参画地域協働推進講座） 所管課等 男女共同参画センター

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 2,992千円 H26 2,953千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 男女共同参画の視点に立った地域づくり活動を推進するため，男女共同参画に関する理解促進や

地域課題の解決に向けた活動を行う人材を育成する。

２ 概要
かごしま県民交流センターや県内各地区において，男女共同参画の推進に資する講座等を開催す

る。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 男女共同参画基礎講座 １ 男女共同参画基礎講座

回 日 時 講 座 内 容 回 日 時 講 座 内 容
・第2次鹿児島県男女共同参 ・データに見る男女共同参画

１ 画基本計画について １ の状況～男女共同参画社会
6/15（土） 6/7（土） の実現によりめざす社会の

・「男女共同参画」の概念 現状～
・「男女共同参画」の概念

・男女共同参画と人権 ・男女共同参画と人権
２ 6/22（土） ～性別にかかわりなく自分 ２ 6/14（土） ～性別にかかわりなく自分

らしく生きるために～ らしく生きるために～
・「わたし」を振り返る ・「わたし」を振り返る

３ 7/6（土） ～男女共同参画の学びと ３ 6/28（土） ～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確 「わたし」との出会いを確
認する～ 認する～

４ 7/13（土） ・地域づくりと男女共同参画 ４ 7/5（土） ・地域づくりと男女共同参画
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※オプションプログラムを7/6,7/13に実施 ※オプションプログラムを6/28,7/5に実施
・場 所：かごしま県民交流センター ・場 所：かごしま県民交流センター
・受講者：延べ４１７人

２ 男女共同参画地域協働推進講座
２ 男女共同参画地域協働推進講座

地 区 月 日 講 座 内 容
地 区 月 日 講 座 内 容 ・男女共同参画社会の基本的

・男女共同参画社会の基本 与論 12/6( ) な考え方土
台風接近 的な考え方 12/7( ) ・「わたし」を振り返る日

与 論 のため中 ・「わたし」を振り返る ～男女共同参画の学びと
止 ～男女共同参画の学びと 「わたし」との出会いを確

「わたし」との出会いを 認する～
確認する～ ・地域づくりと男女共同参画

西之表 1/11(土) ・地域づくりと男女共同参
1/12(日) 画 ・男女共同参画社会の基本的

伊佐 1/11(土) な考え方
1/18(土) ・データに見る男女共同参画

の状況
・受講者：延べ５７人 ・男女共同参画と人権

・地域づくりと男女共同参画
・「男女共同参画と人権」を

めぐる具体的な諸問題
・「わたし」を振り返る

～男女共同参画の学びと
「わたし」との出会いを確
認する～

Ｈ

施策の概要 ②男女共同参画の視点に立った高齢男女の社会参加の促進

具体的施策 生きがいづくりの推進

事業・取組名
(予算事業名) すこやか長寿社会運動推進事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

事 業 主 体 県（県社会福祉協議会） 予 算 額 H25 34,470千円 H26 32,233千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 高齢者が長年の経験の中で培った知識や技能を活かして積極的に社会参加し，生きがいのある生

活を送ることができるよう，地域社会の担い手として，生活づくり，地域づくり，健康づくりへの
主体的参加を促進する「すこやか長寿社会運動」を展開する。

２ 概要
(1) 生きがい・健康づくり

高齢者が日頃から取り組んでいる文化活動，スポーツ活動の成果を発表する場として，「いき
いきシルバースポーツ大会」及び「シルバー文化作品展」を実施し，高齢者の生きがい・健康づ
くりの促進を図る。

(2) 広報・啓発
県のホームページや県社会福祉協議会広報誌に，事業の紹介やイベント等への参加者の募集情

報を掲載し，すこやか長寿社会運動に係る広報を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 生きがい・健康づくり １ 生きがい・健康づくり

①いきいきシルバースポーツ大会 ①いきいきシルバースポーツ大会
実施地区：７地区 実施地区：７地区
実施時期：9月～10月 実施時期：9月～11月（予定）
参加人員：8,471人 ②シルバー文化作品展

②シルバー文化作品展 開催期間：平成26年9月24日～28日
開催期間：平成25年9月4日～8日 開催場所：県歴史資料センター黎明館
開催場所：県歴史資料センター黎明館
応 募 数：257点(男性145人 女性112人) ２ 広報・啓発
入場人員：2,509人 ①ホームページによる広報

事業紹介等
２ 健康づくり支援事業 ②広報誌「ふくしのひろば」による広報啓発

①実施場所：姶良・伊佐地区，肝属地区 15,000部×６回
②実施時期：平成25年9月～平成25年11月 ③リーフレットによる広報啓発
③実施内容 20,000部

・健康づくり研修会( 2 4 )各 回 計 回 ２４２人
・健康づくり体力測定会( 5 10 )各 回 計 回 ４０７人

３ 広報・啓発
①ホームページによる広報

事業紹介等
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②広報誌｢ふくしのひろば｣による広報啓発
15,000部×６回

③リーフレットによる広報啓発
20,000部

事業・取組名
(予算事業名) 全国健康福祉祭派遣事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

事 業 主 体 県（県社会福祉協議会） 予 算 額 H25 11,278千円 H26 11,434千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 健康・福祉に関する総合的な普及啓発イベントである「全国健康福祉祭」に選手を派遣すること

によって，高齢者の健康の保持・増進，社会参加，生きがいの高揚等を図り，すこやかで心豊かな
長寿社会の形成に寄与する。

２ 概要
(1) 全国健康福祉祭（ねんりんピック）への選手等の派遣
(2) 実施主体 県（県社会福祉協議会へ委託）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 第２６回全国健康福祉祭（ねんりんピッ ○ 第２７回全国健康福祉祭（ねんりんピック）

ク）への選手等の派遣 への選手等の派遣
・開催期間：平成25年10月26日～29日 ・開催期間：平成26年10月4日～7日
・開 催 地：高知県 ・開 催 地：栃木県
・参加人員：149人（役員10人を含む） ・参加人員：162人（役員10人を含む）

（男性103人，女性46人） ・参加種目：卓球，グラウンド・ゴルフ，
・参加種目:卓球，グラウンド・ゴルフ， 囲碁など23種目

囲碁など20種目

具体的施策 高齢者リーダー等の養成

事業・取組名
(予算事業名) かごしまねんりん大学管理運営事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

事 業 主 体 県（県社会福祉協議会） 予 算 額 H25 23,006千円 H26 22,753 千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 地域活動に意欲のある高齢者に対し，社会参加のために必要な知識や技能を修得する機会を提供

することにより「共生・協働の地域社会づくり」の担い手としての高齢者リーダー等を養成する。

２ 概要
(1) 対象者 県内に住む概ね60歳以上の地域活動に取り組む意欲のある方
(2) 事業年度 平成23年度～
(3) 会 場 ① 選択コース:かごしま県民交流センター

② 集中講座:奄美パークレクチャールーム
③ 公開講座:南種子町福祉センター

(4) 内 容 ① 選択コース(定員130人程度，32講義)
② 集中講座(定員30人程度，6講義)
③ 公開講座(定員150人程度，1講義)

(5) その他 ① 実施主体 鹿児島県
② 実施方法 公募により委託（県社協に委託）

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 開講日（開講式）：平成２５年６月２８日 １ 開講日（開講式）：平成２６年７月１７日

２ 各講座の受講生数 ２ 各講座の受講生数
・地域デビュー総合コース ・地域デビュー総合コース

６６人（男３１人，女３５人） ７０人（男３５人，女３５人）
・実践力養成コース ・実践力養成コース

３７人（男２１人，女１６人） ３０人（男１５人，女１５人）
・ボランティア養成コース ・ボランティア養成コース

５５人（男３０人，女２５人） ３０人（男１５人，女１５人）
・集中講座 ・集中講座

３２人（男１３人，女１９人） ３０人（男１５人，女１５人）
・公開講座 ・公開講座

１７３人 １５０人
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具体的施策 シニア世代の社会参加の促進

事業・取組名
(予算事業名) 元気高齢者チャレンジ推進事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

事 業 主 体 県（県社会福祉協議会） 予 算 額 H25 1,924千円 H26 1,951千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 高齢者を中心とした地域貢献活動団体の取組を表彰し，さらなる活動の活性化を促すとともに，

その活動を広報・周知することにより，地域社会の担い手として期待される高齢者の積極的な社
会参加を促進する。

２ 概要
(1)「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」の推薦

各地域振興局・両支庁単位で，管内の「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」を１団体選定
し，長寿・生きがい推進室へ推薦する。

(2)表彰式及び事例発表会等の開催
(1)で推薦を受けた団体に対して表彰状及び副賞を授与し，地域貢献活動の事例発表会を開催
するとともに，高齢社会における地域づくりの基調講演会を開催する。

(3)活動事例集の作成
表彰団体の地域貢献活動の取組を中心とした事例集を作成し，関係機関・団体等に配付すると
ともに，県のホームページにもその内容を掲載する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」 ○ 「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」

の表彰 の表彰
１ 表彰団体 １ 「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」

・花光会 の募集：平成26年5月30日～7月25日
（鹿児島市，男性：47人，女性：54人）
・枕崎市観光ボランティアガイド花渡川クラブ ２ 「高齢者を中心とした地域貢献活動団体」
（枕崎市，男性：1人，女性：8人） の推薦及び表彰団体の決定（8月）
・語いもそ会
（薩摩川内市，男性：21人，女性：21人） ３ 表彰式及び事例発表会，基調講演会の開催
・NPO法人霧島 シニアネット絆 ・期 日 平成26年10月29日
（霧島市，男性：23人，女性：28人） ・場 所 かごしま県民交流センター
・曽於市観光ボランティアガイドの会 県民ホール
（曽於市，男性：31人，女性：32人）
・尾之間老人クラブ谷崎会
（屋久島町，男性：54人，女性：86人）
・亀津浜踊り保存会
（徳之島町，男性16人，女性：29人）

２ 表彰式及び事例発表会，基調講演会の開催
・期 日 平成25年10月31日
・場 所 かごしま県民交流センター

県民ホール
・参加者 383人

事業・取組名
(予算事業名) いきいきシニア活動推進支援事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

事 業 主 体 ２- 県 予 算 額 H25 3,127千円 H26 3,222千円（公募により委託）
２- 県 (当初予算額)（NPO法人へ委託）

事業・取組の １ 目的
目的，概要 「共生・協働の地域社会づくり」の担い手として期待される「団塊の世代」を中心としたシニア

世代の社会参加を支援する。

２ 概要
「地域デビュー体験プログラム」の実施
県内の社会貢献活動団体が行う地域活動，ボランティア活動，交流活動等を視察・体験（１泊

２日の体験ツアー）してもらうことにより，社会参加（地域デビュー）のきっかけづくりを行う
とともに，活動の際の「仲間づくり」を支援
ア 実施時期：平成26年９～12月に２回
イ 参 加 者：50人程度×２回

ホームページ「かごしまシニア応援ネット」の情報内容の充実及び管理運営
平成２３年度に開設したホームページの管理運営を行うとともに，掲載情報の充実及びメール

マガジンの会員増加の取組により，社会参加活動等に関する各種情報を提供する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １「地域デビュー体験プログラム」の実施 １「地域デビュー体験プログラム」の実施

５０人程度×２回（９～１２月頃）
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・地域再生体験コース
11月20・21日 31人 ２ ホームページ「かごしまシニア応援ネット」

（男性16人，女性15人） の情報内容の充実及び管理運営
・地域コミュニティ活性化体験コース

11月28・29日 28人 ・ホームページ ：毎月１～４回更新
（男性11人，女性17人） ・メールマガジン：毎月１回配信

・アクセス件数（＊）：1,028件
２ ホームページ「かごしまシニア応援ネッ

ト」の情報の充実及び管理運営 ・メールマガジン会員登録者数（＊）
個人 149人（男性112人，女性37人）

・ホームページ ：毎月２～４回更新 団体 61
・メールマガジン：毎月１回配信
・アクセス件数 ：12,200件 ＊件数等は，平成26年4月末現在
・メールマガジン会員登録者数

個人 147人（男性110人，女性37人）
団体 61

具体的施策 老人クラブの活動の促進

事業・取組名
(予算事業名) 老人クラブ育成事業 所管課等 長寿・生きがい推進室

県
事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 95,219千円 H26 92,968千円

県老人クラブ連合会 (当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 高齢者が培ってきた長年の知識や経験を生かし，生きがいと健康づくりに関する多様な社会活動

を促進するため，老人クラブに対して助成を行い，高齢者福祉の増進に寄与する。

２ 概要
(1)老人クラブ助成事業

ボランティア活動や生きがい・健康づくりに係る各種社会活動を行う老人クラブに対して助成
を行う。

(2)市町村老人クラブ連合会助成事業
市町村単位で老人クラブの組織強化を図るとともに，老人クラブに対する指導や健康づくり，
友愛活動のための組織づくりなどを行う市町村老人クラブに対して助成を行う。

(3)鹿児島県老人クラブ連合会運営費補助事業
老人クラブの育成指導と相互の連絡調整を図るために設置された（公財）鹿児島県老人クラブ
連合会に対して運営費及び活動費の助成を行う。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○ 老人クラブの育成 ○ 老人クラブの育成（計画）

・市町村助成事業補助 ・市町村助成事業補助
単位老人クラブ 1,649件 単位老人クラブ 1,649件
市町村老人クラブ連合会 41件 市町村老人クラブ連合会 41件

・県老人クラブ連合会運営補助 1件 ・県老人クラブ連合会運営補助 1件
・高齢者友の会運営費補助 1件 ・高齢者友の会運営費補助 1件

具体的施策 シニアボランティアの活動支援

事業・取組名
(予算事業名) ボランティア活動促進事業（シニアボランティア養成講座） 所管課等 社会福祉課

事 業 主 体 県社会福祉協議会 予 算 額 H25 11,709千円 H26 11,709千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の ○ シニアボランティア養成講座の開催
目的，概要 ①目 的 シニア世代が健康で生きがいに満ちた豊かでゆとりあるものにするため，ボラン

ティア・市民活動の現状を学び，社会参加の一つとして，地域の様々なボランティ
ア活動に参加し，自分発見と地域デビューを促すために養成講座を開催する。

②概 要 ボランティア活動に興味・関心のある方を対象として養成講座を開催する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ シニアボランティア養成講座 １ シニアボランティア養成講座

「自分づくり＆地域デビュー」 実施予定日 未定
・日時 平成26年2月21日（金）～10日(金） 参加予定人員 ５０人
・場所 かごしま県民交流センター研修室
・内容 シニア世代とボランティア活動

楽しくレクレーションを覚えましょ
う
福祉機器，用具の選び方
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シニアボランティア活動事例紹介
・受講者数 ４０名

施策の概要 ③男女共同参画の視点に立った安全・安心なまちづくりの推進

具体的施策 女性や子どもに対する犯罪の発生を予防するための取組の実施

事業・取組名
(予算事業名) くらし安全・安心まちづくり推進事業 所管課等 生活・文化課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 1,132千円 H26 1,068千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 犯罪のない安全で安心なまちづくり推進本部会議の開催
目的，概要 ①目 的 全庁を挙げて犯罪のない安全で安心なまちづくりを総合的かつ効果的に推進する。

②概 要 年間スケジュール・県民運動実施要綱の策定。
③実施主体 県

２ 犯罪のない安全で安心なまちづくり県民会議の開催
①目 的 県，県民，事業者等の連携・協働による安全安心なまちづくりを展開する。
②概 要 広報・啓発活動，自主的な防犯活動の促進等。今年度も子どもと女性の犯罪被害防

止を重点の一つとして運動を進めている。
③実施主体 県，教育関係団体，地域団体，事業者団体，県民

３ 防犯ボランティア団体等ネットワーク研修会
①目 的 県民の防犯意識の高揚及び地域の防犯力の向上を図る。
②概 要 各地区の治安情勢の説明，防犯ボランティアの活動事例，県民運動実施要綱の説明

青パトマニュアルの説明，意見交換等
③実施主体 県，県警

４ くらし安全・安心県民大会の開催
①目 的 県民の防犯意識，交通安全意識，犯罪被害者に対する支援意識の高揚を図る。
②概 要 ふれあいコンサート，防犯功労者・団体表彰，寸劇，犯罪被害者手記朗読，くらし

安全・安心宣言
③実施主体 県民会議，交通安全県民運動推進協議会，犯罪被害者等支援連絡協議会

５ 防犯キャンペーン
①目 的 県民の防犯意識の高揚
②概 要 チラシ・啓発物品の配付
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 犯罪のない安全で安心なまちづくり推進本 １ 犯罪のない安全で安心なまちづくり推進本部会

部会議 議（書面審議）
・4/23 庁議室
・年間スケジュール・実施要綱の策定 ２ 犯罪のない安全で安心なまちづくり県民会議

２ 犯罪のない安全で安心なまちづくり県民会 ・5/26 自治会館
議 ・年間スケジュール・実施要綱の決定
・5/17 自治会館 ・取組事例発表
・年間スケジュール・実施要綱の決定
・取組事例発表 ３ 防犯ボランティア団体等ネットワーク研修会

３ 防犯ボランティア団体等ネットワーク研修 ・7月～11月 ９回（警察署単位）
会
・7/31～11/7 10回（警察署単位） ４ くらし安全・安心県民大会の開催

４ くらし安全・安心県民大会の開催 ・9月 県庁講堂 約400名
・9/5 県庁講堂 約400名 ・防犯功労者表彰
・防犯功労者表彰

５ 防犯キャンペーン ５ 防犯キャンペーン
・4/6～4/20 （春の地域安全運動） ・4/6～4/15 （春の地域安全運動）
・10/11～10/20 （犯罪のない安全で安心なま ・10/11～10/20 （犯罪のない安全で安心なまち
ちづくり旬間） づくり旬間）
・12/10～1/10 （年末年始の地域安全運動） ・12/10～1/10 （年末年始の地域安全運動）

具体的施策 高齢者の見守り活動の促進

事業・取組名 高齢者等くらし安心ネットワーク事業
(予算事業名) 地域見守りネットワーク支援事業 所管課等 社会福祉課

事 業 主 体 市町村 予 算 額 H25 16,620千円 H26 6,897千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
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目的，概要 高齢者等援護を必要とする人々を地域全体で支え合うネットワークづくりを促進するため，地
域住民が主体となった見守りグループの組織化を支援することにより，要援護者が安心して暮ら
せる地域社会づくりを目指す。

２ 概要
市町村において，見守り対象の要援護者数等を把握し，在宅福祉アドバイザー等を活用して自

治公民館単位で見守りグループを設置し，住民座談会等により地域住民への周知を図る。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 高齢者等くらし安心ネットワーク事業 １ 地域見守りネットワーク支援事業

・ ネットワークに取り組む地域公民館の割合 ・ 地域住民のネットワークによる見守り体制の
８３．７％（H25.7現在） 組織化に向け立ち上げ支援に係る経費に対して

・ 補助事業実施市町村 補助を行う。（地域見守りに関するイベント，
３２市町村 見守り技術向上のための研修，支え合いマップ

・ 在宅福祉アドバイザー数 作成等）
６，６８５人 ・ 補助事業実施市町村 32市町村（予定）

(鹿児島市除く)
・ ネットワークに取り組む地域公民館の割合

事業・取組名
(予算事業名) 暮らし安心・地域支え合い推進事業 所管課等 社会福祉課

事 業 主 体 県，市町村 予 算 額 H25 134,142千円 H25 83,126千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 高齢者等が地域で安心して暮らせる地域づくりのため，地域の支え合い体制の強化を図る。

２ 概要
在宅で生活する高齢者，障害者等を地域住民の支え合い（ボランティア）活動により地域全体

で支えるし仕組みを構築する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 暮らし安心・地域支え合い推進事業 暮らし安心・地域支え合い推進事業

・実施市町村 ２９ ・実施市町村 １６
・地域生活応援員（生活支援ボランティア）

登録数 ５８０
・支え合いマップ作成集落 １５６

事業・取組名
(予算事業名) 地域ケア・介護予防推進支援事業【再掲】 所管課等 介護福祉課

事 業 主 体 県，市町村 予 算 額 H25 546,599千円 H26 560,473千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 地域包括支援センター職員等研修事業
目的，概要 ①目 的 地域支援事業や予防給付の効果的かつ適切な実施を図るため，その業務に従事する

職員の資質向上を図る。
②概 要 地域包括支援センターの職員等に対し研修を行う。
③実施主体 県（研修は鹿児島県地域包括・在宅介護支援センター協議会に委託）

２ 地域支援事業
①目 的 要支援・要介護状態となることを予防するとともに，そのような状態となった場合

においても出来る限り地域において自立した生活を営むことが出来るよう支援する。
②概 要 介護保険法に定めるところにより，実施主体に対し交付金を交付する。
③実施主体 市町村

３ かごしま介護予防推進支援事業
①目 的 要介護認定率の高い要因の調査・分析など，地域の実情に応じた介護予防施策を支

援することにより,県全体の介護予防の推進を図る。
②概 要 要介護認定率の高い要因の調査等を行う介護予防事業検討会の開催,介護予防従事

者専門研修会の実施,県介護予防マニュアルの改訂等を行い,介護予防の推進を図る。
③実施主体 県

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 １ 地域包括支援センター職員等研修事業 １ 地域包括支援センター職員等研修事業

・地域包括支援センター職員研修 ・地域包括支援センター職員研修（予定）
Ｈ25年10月11日開催 Ｈ26年10月10日開催予定

２ 地域支援事業交付金の交付 ２ 地域支援事業交付金の交付
43市町村 515,932千円（概算額） 43市町村 555,695千円（当初予算）

３ かごしま介護予防推進支援事業 ３ かごしま介護予防推進支援事業
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・介護予防検討会の設置及び運営(３回) ・介護予防事業検討会の開催：３回
(①:H25年10月11日,②:H25年5月23日， ・介護予防従事者専門研修会（３会場）
③:H26年3月19日) ・市町村介護予防従事者専門研修会

・介護予防従事者専門研修会の開催 ・介護予防マニュアル改訂版の普及啓発，実施
・鹿児島会場：H26年2月18日～19日(473名) 状況調査及び評価
・大島会場 ：H26年3月11日～12日(96名) ・各専門部会の実施
・市町村介護予防従事者専門研修会

H26年2月27日 (96名)
・介護予防事業評価等の推進

・介護予防関連事業評価の見直し及び介護
予防マニュアルの改訂

施策の方向 ④男女共同参画の視点に立った観光，国際交流，環境等分野の取組の推進

具体的施策 観光，国際交流，環境等分野における男女双方のニーズへの配慮，女性の参画の拡大及
び人材の育成

事業・取組名
(予算事業名) 地球環境を守るかごしま県民運動推進事業 所管課等 地球温暖化対策課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 4,675千円 H26 4,762千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 人類の生存基盤に最も重要な問題である地球温暖化などの地球環境問題に適切に対応し，かけが

えのない地球環境を守り育て，次の世代に引き継いでいくため，県民，事業者，行政が一体となっ
た県民運動を展開し 各家庭や事業者等において，電気や燃料の消費，自動車の使用，ごみの排出
など地球環境保全のための具体的な実践活動を推進する。

２ 概要
県民運動の推進，普及啓発活動，環境教育の推進等

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 ○｢地球環境を守るかごしま県民運動推進会議｣ ○｢地球環境を守るかごしま県民運動推進会議｣

構成員数 166団体 構成員数 166団体（H26.4末現在）
地球環境を守るかごしま県民運動推進員 地球環境を守るかごしま県民運動推進員

450名 450名（H26.4末現在）
地球温暖化防止活動インストラクター8名 地球温暖化防止活動インストラクター

（うち女性3名） 11名（うち女性6名)（H26.4末現在）
県民運動推進会議総会・大会 H25.6.4(火) 県民運動推進会議総会・大会 H26.6.4(水)
かごしま県民交流ｾﾝﾀｰ 約200名参加 かごしま県民交流ｾﾝﾀｰ 約200名参加

○ エコライフデーの推進 ○ エコライフデーの推進
毎月５日をエコライフデーに設定し，温暖化 毎月５日をエコライフデーに設定し，温暖化
防止活動の実践を促進した。 防止活動の実践促進
グリーン日記コンテスト（小・中学生対象） グリーン日記コンテスト（小・中学生対象）
応募者：2,018名(27校)

○ ＣＯ２ダイエット作戦 ○ ＣＯ２ダイエット作戦
省エネ事業所 468事業所 省エネ事業所 468事業所（H26.4末現在）

○ エコドライブの普及促進 ○ エコドライブの普及促進
講習会の実施 10回 講習会の実施

○ 環境パートナーズ制度 ○ 環境パートナーズ制度
「環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ協定締結企業」 「環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ協定締結企業」
17企業19事業所 17企業19事業所

○ かごしまこども環境大臣 ○ かごしまこども環境大臣
平成25年度 かごしまこども環境大臣に６名 平成26年度 かごしまこども環境大臣に６名
を任命（うち女性3名） を任命

○ こども環境学習の支援（こどもエコクラブの ○ こども環境学習の支援（こどもエコクラブの
活動促進） 活動促進）
こどもエコクラブ 39クラブ 2,114名加入 こどもエコクラブの加入促進

○ 環境学習指導者人材バンクの運営 ○ 環境学習指導者人材バンクの運営
登録者数95名（うち女性46名） 登録者数95名（うち女性46名）（H26.4末現在）

○ 県地球温暖化対策推進条例の普及・啓発 ○ 県地球温暖化対策推進条例の普及・啓発

事業・取組名
(予算事業名) 観光まごころ県民運動推進事業 所管課等 観光課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 561千円 H26 576千円
(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
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目的，概要 県民総ぐるみで観光客を温かく親切に迎える「観光まごころ県民運動」の推進

２ 概要
・「観光まごころ県民運動推進会議」の運営 ※女性団体の参画
・観光まごころ体験だより募集
・観光まごころワッペン運動の展開 等

事業・取組の Ｈ２５年度の実績 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 (1)観光まごころ県民運動推進事業 (1)観光まごころ県民運動推進事業

・「観光まごころ県民運動推進会議」の運営 ・「観光まごころ県民運動推進会議」の運営
※女性団体の参画 ※女性団体の参画

・観光まごころ体験だより募集 ・観光まごころ体験だより募集
・観光まごころワッペン運動の展開 等 ・観光まごころワッペン運動の展開 等

事業・取組名
(予算事業名) 海外技術協力等推進事業（海外技術研修員受入事業） 所管課等 国際交流課

事 業 主 体 県 予 算 額 H25 5,336千円 H26 5,342千円
〔参考〕(当初予算額)

事業・取組の １ 目的
目的，概要 本県における国際協力の促進のため，開発途上国から技術研修員を受け入れ，その国の発展と繁

栄に貢献しうる人材を育成するとともに，研修における県民とのふれあいを通じ，相互の経済・文
化の交流促進に寄与する。

２ 概要
在外県人会及び外国政府機関等の推薦を受けた海外技術研修員を６月間受け入れ，アジア・太平

洋農村研修センターにおける日本語研修及びそれぞれの受入機関における実技研修を実施する。

事業・取組の Ｈ２５年度の実績〔参考〕 Ｈ２６年度の計画
具体的実施状
況 海外技術研修員３名を６月間受入 海外技術研修員３名を６月間受入

氏名 性別 出身国 研修種目 氏名 性別 出身国 研修種目
梶原 男 ブラジル 電子機器 笹田 男 ブラジル 法律業務
ルッカス隼 ヴェルガラ

ラファエル
悠司

ベロニカ 女 ペルー ファッシ 倉津 ルベン 男 アルゼン 日本料理
ミチコ 藤本 ョンデザ オラシオ チン
仲本 イン
包 玉玲 女 中 国 小児医療 何 培根 女 中 国 都市計画
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数値 年度 数値 年度 数値 年度

1 1
「男女共同参画社会」という用語を
知っている人の割合

40.5% 23 40.5% 23 100% 29 －
男女共同参
画室

2 1
「県男女共同参画センター」を知って
いる人の割合

30.7% 23 30.7% 23 50% 29 －
男女共同参
画室

3 1
県において男女共同参画に関する
職場研修を実施した所属の割合

－ － 60.0% 25 100% 26 －
男女共同参
画室

4 1
男女共同参画計画の策定市町村の
割合

51.2% 23 74.4% 25 100% 26  
男女共同参
画室

5 2
男女共同参画をテーマにしたセミ
ナーを実施した公立高校の割合

48.0% 23 53.5% 25 100% 29  
男女共同参
画室

6 3 「女性にやさしい医療機関」の数 58機関 23 63機関 25
１00機
関以上

34  
健康かごしま
21

健康増進課

7 3 「女性の健康サポート薬局」の数 28薬局 23 28薬局 25
50薬局
以上

34 →
健康かごしま
21

健康増進課

8 3
子宮がん検診受診率
　　（20歳から69歳）

29.5% 22 28.8% 25 50% 29  
がん対策推
進計画

健康増進課

9 3 乳がん検診受診率（40歳から69歳） 37.7% 22 41.0% 25 50% 29  
がん対策推
進計画

健康増進課

10 3 妊娠11週以内での妊娠の届出率 86.6% 23 88.7% 24 100% 26 －
かごしま子ど
も未来プラン

子ども福祉
課

11 3
10代の人工妊娠中絶実施率
　（15～19歳人口千対）

6.5% 23 7.4% 24
減少さ
せる

26 －
かごしま子ど
も未来プラン

子ども福祉
課

12 3

10代の性感染症の報告数
　（１定点医療機関当たり）
　①性器ｸﾗﾐｼﾞｱ感染症
　②淋菌感染症
　③尖圭ｺﾝｼﾞﾛｰﾏ
　④性器ﾍﾙﾍﾟｽｳｲﾙｽ感染症

①2.31
②2.13
③0.38
④0.50

23

①3.44
②1.50
③0.19
④0.81

25
減少さ
せる

26  
かごしま子ど
も未来プラン

健康増進課

13 3
薬物乱用防止教室の実施率
　（公立小・中学校，高校）

73.6% 23 84.1% 25 80% 26  
かごしま子ど
も未来プラン

保健体育課

14 4
「配偶者暴力防止法」（DV防止法）を
知っている人の割合

75.3% 23 75.3% 23 100% 29 －
男女共同参
画室

15 4
「配偶者暴力防止計画」（ＤＶ防止計
画）の策定市町村の割合

16.3% 23 48.8% 25 100% 29  
男女共同参
画室

16 4
配偶者暴力相談支援センターを設
置する市町村の数

1町 23 3市町 25 5市町 29  
男女共同参
画室

17 6
県の審議会等委員への女性の登用
率

33.9% 23 35.2% 25 40% 29  
男女共同参
画室

評
価

重点
目標

「第２次鹿児島県男女共同参画基本計画」における数値目標の進捗状況

所管課等番号

現状
（計画策定時） 備考（数値目

標を設定して
いる計画等）

目標値

設定項目

現状
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数値 年度 数値 年度 数値 年度

評
価

重点
目標

所管課等番号

現状
（計画策定時） 備考（数値目

標を設定して
いる計画等）

目標値

設定項目

現状

18 6
管理職任用標準試験の全受験者に
占める女性の教職員の割合

18.3% 23 26.4% 25 30% 29  教職員課

19 6
ポジティブ・アクションに取り組む事
業所の割合

34.8% 22 33.6% 25 40％超 29  雇用労政課

20 6 女性農業経営士の認定者数 341人 23 367人 25 400人 29  

農山漁村にお
ける男女の
パートナー
シップの確立
に関する指標

経営技術課

21 7 家族経営協定締結数 1735戸 23 1814戸 25 2200戸 29  

農山漁村にお
ける男女の
パートナー
シップの確立
に関する指標

経営技術課

22 8 男性の育児休業取得率 1.4% 23 12.7% 25
増加さ
せる

26  
かごしま子ど
も未来プラン

雇用労政課

23 8 かごしま子育て応援企業登録数 124社 23 228社 25 329社 26  
かごしま子ど
も未来プラン

雇用労政課

24 8
乳幼児の一時預かりを実施する施
設数

109箇所 23 109箇所 25 152箇所 26 →
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

25 8 地域子育て支援拠点の設置数 72箇所 23 77箇所 25 79箇所 26  
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

26 8 休日保育を実施する保育所数 23箇所 23 23箇所 25 60箇所 26 →
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

27 8 放課後児童クラブの設置数 285箇所 23 316箇所 25 323箇所 26  
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

28 8 保育所入所待機児童数 143人 23 213人 25 0人 26  
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

29 8 延長保育を実施する保育所数 322箇所 23 344箇所 25 356箇所 26  
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

30 8 病児・病後児保育を実施する施設数 18箇所 23 23箇所 25 38箇所 26  
かごしま子ど
も未来プラン

青少年男女
共同参画課

31 8
ファミリー・サポート・センターの設置
数

8箇所 23 12箇所 25 15箇所 26  
かごしま子ど
も未来プラン

雇用労政課

32 9
県男女共同参画センターに登録され
ている男女共同参画の推進に取り
組む団体の数

27団体 23 36団体 25 50団体 29  
男女共同参
画室

33 9
県男女共同参画地域推進員が設置
されている市町村の割合

53.5% 23 62.8% 25 100% 29  
男女共同参
画室
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